
小
さ
な
大
学
と
い
う
と
京
都
の
種
智
焚
学
の
こ

と
が
頭
に
浮
ん
で
く
る
。
今
年
の
二
旦
こ
の
大
学

で
行
な
わ
れ
左
十
弐
の
椣
様
が
新
聞
紙
上
に
報
道

さ
れ
た
が
、
卒
業
生
の
数
が
八
名
で
、
こ
の
式
に
参

列
し
た
教
員
の
数
が
三
十
一
名
で
あ
っ
九
と
い
う
。

ま
こ
と
に
小
さ
な
大
学
で
、
マ
ス
.
フ
口
教
台
が
問

題
視
さ
れ
て
い
る
今
日
、
学
生
数
に
つ
い
て
は
全
く

理
想
的
な
大
学
と
い
え
る

゛
＼

米
国
の
東
海
岸
に
あ
る
大
学
の
う
ち
、

ハ

ド
、
エ
ー
ル
お
よ
び
フ
り
ン
ス
ト
ン
を
如
一
伽
一
=
§

と
呼
ぷ
な
ら
ぱ
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
、
ア
ー
モ
ス
ト
と

ウ
エ
ス
レ
ア
ン
は
ニ
ユ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
あ
る
三

つ
の
小
さ
な
大
学
げ
三
一
ゆ
↓
ず
え
ゆ
と
呼
ぷ
こ
と
が

で
き
る
。
手
話
あ
る
,
,
乏
0
ニ
ル
ン
一
ヨ
§
へ
、
に

よ
る
と
、
米
国
の
大
学
の
う
ち
、
学
生
百
名
以
下
の

と
こ
ろ
が
三
校
。
す
な
わ
ち
一
易
牙
三
●
 
0
{
↓
全
・

三
ゆ
↓
含
ず
づ
0
-
0
里
ぐ
"
.
一
五
人
、
刈
又
寄
{
ゆ
=
又

一
誘
二
三
ゆ
(
冨
ゆ
(
ご
 
Z
.
 
K
 
六
五
人
、
ご
ゆ
井
9
二
づ
・

m
ヨ
三
ゆ
0
{
又
易
§
一
)
三
 
0
0
人
。
ま
こ
と
に

種
智
院
大
学
の
学
生
数
に
匹
敵
す
る
小
さ
な
規
模
と

い
え
る
。

米
国
で
は
学
士
号
を
与
え
る
大
学
鳶
二
千
、
学

ロ
=
一
Φ
↓
=
『
Φ
Φ

ある小さな大学

生島
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生
人
口
が
六
百
万
に
の
ぽ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

゛
)
、
が
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
と
ア
ー
モ
ス
ト
両
大
学
の
学
生

数
が
一
、
-
 
0
0
1
 
一
、
二
0
0
名
と
い
え
ぱ
、
な

ん
と
い
っ
て
も
小
さ
い
大
学
と
い
え
る
さ
て
、
ア

ー
モ
ス
ト
大
学
の
創
立
は
一
八
一
三
年
五
年
後
に

は
創
立
百
五
十
年
の
祝
典
を
盛
大
に
迎
え
る
こ
と
だ

ろ
,
つ
。

三
十
年
ま
え
、
一
九
三
0
年
代
、
こ
の
大
学
の
学

生
数
は
そ
の
施
設
の
収
容
力
か
ら
約
八
0
0
名
に
隈

ら
れ
て
い
た
。
第
二
次
大
戦
以
後
、
そ
の
学
生
数
は

だ
ん
だ
ん
増
加
し
て
一
九
六
0
年
度
に
は
四
0
年
度

に
比
べ
て
二
露
増
、
一
九
六
一
年
度
の
後
期
の
始

め
に
は
一
、
 
0
二
八
名
、
六
四
年
度
に
は
一
、
 
0
六

五
名
と
な
う
て
い
る
。

戦
後
、
ア
ー
モ
ス
ト
で
は
学
生
の
定
員
の
闘
、

ひ
い
て
は
大
学
の
規
模
の
課
謬
つ
い
て
何
回
か
の

委
員
会
が
組
織
せ
ら
れ
て
、
「
小
さ
な
大
学
」
の
意

義
が
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
研
究
せ
ら
れ
た
。
そ
の
主

な
も
の
を
挙
げ
る
と
、

H
一
九
四
五
年
教
授
会
に
ょ
る
長
期
委
員
会
は
、

「
八
0
0
名
の
学
生
数
を
こ
え
て
は
な
ら
な
い
」

と
報
告
。 ア

ー
モ
ス
ト
の
学
生
数

⇔
一
九
五
五
年
訴
画
委
員
会
は
「
小
さ
な
大
学

の
価
値
を
保
持
す
る
た
め
に
、
」
当
時
の
在
籍
数
、

九
六
五
名
を
認
め
る
。

国
一
九
五
八
年
大
学
の
将
来
規
模
に
関
す
る
委
員

会
の
報
告
。

同
一
九
五
九
年
定
員
に
関
す
る
理
事
の
特
別
委
員

会
が
細
織
せ
ら
れ
、
つ
い
に
そ
の
翌
六
0
年
に
、

理
妻
は
一
年
三
0
0
名
、
全
学
一
、
二
0
0
名

の
学
生
数
に
す
る
こ
と
。
し
か
も
、
こ
の
小
さ
い

大
学
が
一
、
二
0
0
名
の
定
員
に
ま
で
増
加
さ
す

こ
と
は
、
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
を
よ
り
秀
れ
た
大
学

と
す
る
た
め
の
第
一
歩
で
あ
る
と
倫
信
を
も
っ

て
決
煙
ら
れ
た
。

ま
こ
と
に
一
、
 
0
0
0
名
の
学
生
数
を
一
、
ニ

0
0
名
に
わ
ず
か
二
0
0
名
増
加
の
結
曹
た
っ

す
る
ま
で
に
は
、
五
力
年
の
日
時
を
必
要
と
し
、

し
か
も
こ
の
た
め
に
こ
の
大
学
の
膨
大
な
十
力
年

の
基
本
諾
が
た
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
九
。
よ

い
教
台
の
た
め
に
は
十
分
な
準
備
と
計
画
を
必
要

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

が
、
卒
業
は
む
つ
か
し
い
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
表
現
は
対
句
と
し
て
妙
を
え
て
而
白
く
、
ま
九
、

一
半
の
傾
向
を
小
し
て
い
る
が
、
は
た
し
て
こ
,
2
言

い
き
れ
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

米
国
の
大
学
の
入
学
許
可
の
条
件
と
し
て
、
嘉
治

真
三
教
授
は
あ
る
大
学
の
例
と
し
て
、
「
一
つ
は
高

等
学
校
の
成
績
で
あ
り
、
第
二
は
、
全
国
的
な
ア
チ

ー
ブ
メ
ン
ト
・
一
ブ
ス
ト
の
成
績
、
第
三
は
紹
介
者
で

あ
る
こ
の
三
つ
は
、
だ
い
た
い
伺
等
の
ウ
エ
ー
ト

で
考
慮
さ
れ
、
入
学
者
の
選
定
が
行
な
わ
れ
る
」
と

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ア
ー
モ
ス
ト
の
場
合
、
襟
の
入
学
選
考
の
数
字

か
ら
判
断
す
る
と
、
必
ず
し
も
入
学
し
や
す
い
大
学

と
結
論
ず
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
九
六
三
年

度
、
同
大
学
急
望
し
て
入
学
の
手
続
を
し
た
学
生

数
は
一
六
0
 
一
名
。
こ
の
う
ち
の
二
五
・
七
%
、
約

四
人
に
一
人
だ
け
が
受
理
せ
ら
れ
、
し
か
も
そ
の
う

ち
の
七
三
・
三
%
だ
け
が
入
学
の
許
可
を
う
け
た
と

誓
さ
れ
て
い
る
。
い
い
か
え
る
と
輩
希
望
者
の

中
か
ら
そ
の
能
力
に
応
じ
て
進
学
指
導
が
十
分
に
な

さ
れ
た
一
六
0
 
一
名
の
う
ち
、
実
際
に
入
学
で
き
た

も
の
は
三
0
二
名
だ
け
で
、
日
本
流
に
い
う
と
入
学

の
競
争
率
は
五
・
三
倍
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

選
考
の
方
法
が
異
っ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
入
学

一
般
に
「
日
本
の
大
学
は
入
学
し
に
く
い
が
、
卒

業
は
し
や
す
く
、
米
国
の
大
学
は
入
学
し
や
す
い

入
学
の
選
考
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の
た
め
の
競
争
率
は
日
本
の
場
合
と
大
差
が
な
い
。

日
本
の
大
学
に
お
け
る
入
学
誠
に
ょ
る
判
定
の
方

法
と
、
こ
う
し
た
選
考
と
ど
ち
ら
が
す
ぐ
れ
て
い
る

公
平
に
比
較
し
て
み
た
い
も
の
で
あ
る
。
こ
こ

)
、
力で
も
か
な
り
多
数
の
卒
業
生
の
子
弟
が
、
や
は
り
入

学
で
き
な
い
こ
と
が
訴
え
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
こ
う
し
て
入
学
し
た
学
牛
の
成
績
は
ど
ぅ
で

あ
ろ
う
。
毎
年
十
一
月
、
こ
の
大
学
関
係
者
は
も
ち

ろ
ん
、
ひ
ろ
く
卒
業
生
一
人
一
人
に
発
表
さ
れ
る

「
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
理
事
会
あ
て
の
登
報
告
」
と
い

う
三
十
ヘ
ー
ジ
あ
ま
り
の
小
冊
f
に
は
、
必
ず
こ
の

千
名
あ
ま
り
の
学
生
の
成
績
が
く
わ
し
く
将
さ
れ

て
い
る
が
、
私
は
い
つ
も
深
い
感
動
を
も
っ
て
読
ん

で
い
る
。
大
学
が
そ
の
教
育
す
べ
き
対
象
で
あ
る
学

生
の
1
最
後
の
一
人
の
学
生
に
い
た
る
ま
で
の
1
精

し
い
学
業
成
績
に
姦
を
払
っ
て
い
る
蛋
に
た
い

し
、
お
よ
そ
教
育
は
か
く
あ
る
べ
き
も
の
と
教
え
ら

れ
る
。た
と
え
ば
一
九
六
三
年
度
は
入
学
し
た
一
年
生
三

0
二
名
の
う
ち
、
学
年
末
、
成
績
優
秀
で
修
了
し
た

も
の
五
七
名
、
成
績
に
つ
い
て
注
喜
れ
九
も
の
七

0
名
、
成
績
不
良
の
た
め
落
第
五
名
、
退
学
し
た
も

学
生
の
成

の
一
五
名
と
な
っ
て
い
る
。
一
年
生
全
員
の
三
0
0
。

が
、
成
績
に
つ
い
て
蕪
を
う
け
る
か
、
落
讐
い

し
退
学
を
し
て
い
る
。
ま
こ
と
に
き
び
し
い
学
生
生

活
で
あ
る
と
い
え
る
。

同
じ
年
、
後
期
の
初
め
在
籍
し
て
い
九
全
学
一
 
0

六
五
名
の
う
ち
、
学
年
末
に
退
学
し
た
も
の
六
五

名
。
そ
の
理
由
の
内
訳
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

二
四
名
個
人
の
理
由

一
八
名
成
緻
不
良
の
た
め

三
名
健
康
上
の
理
由

五
名
訓
育
上
の
理
由

二
名
転
学
の
た
め

二
名
不
十
分
な
成
績
の
た
め
任
意
退
学

二
名
兵
役
の
九
め

一
名
前
期
に
卒
券
た
め

今
年
の
三
月
、
日
本
の
二
、
三
の
国
立
大
学
で
、

成
績
不
良
の
た
め
多
数
学
生
の
留
年
が
発
表
さ
れ
た

が
、
こ
こ
で
は
留
年
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
退
学
が

全
体
の
七
%
あ
る
と
い
う
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

さ
て
、
同
学
年
に
お
け
る
一
年
生
の
成
績
平
均
は

七
八
・
八
七
%
、
全
学
の
平
均
八
0
 
・
一
九
%
。
こ

の
数
字
は
明
ら
か
に
上
級
生
ほ
ど
成
緻
が
上
位
に
あ

る
こ
と
を
一
尓
し
て
い
る
。

大
学
の
建
物
は
建
て
ゃ
す
い
が
、
よ
い
教
授
は
え

が
た
い
も
の
で
あ
る
。
フ
式
ー
ド
財
団
の
開
査
に
ょ

る
と
、
一
九
五
五
年
全
米
の
大
学
に
は
約
二
五
万
の

大
学
教
員
が
在
籍
し
て
い
た
が
、
一
九
七
0
年
に
は

三
九
万
に
増
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
見
横
っ
て

い
る
。
一
九
五
五
年
ど
ろ
で
さ
え
、
新
し
く
司
ず
.
ロ

の
学
位
を
え
た
九
千
人
の
う
ち
、
教
員
志
望
の
も
の

は
約
半
数
で
、
し
か
も
こ
の
数
だ
け
で
は
必
要
人
員

を
み
た
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
。
ア
ー
モ
ス
ト

の
場
合
で
も
、
十
年
ま
え
の
大
学
案
内
に
は
牢
.
ご

の
学
位
を
も
っ
た
十
人
の
自
然
科
学
系
列
の
専
任
誠

師
が
い
た
が
、
一
九
六
二
1
三
年
に
は
三
人
に
減
少

し
て
い
る
。
今
日
で
は
早
.
ぜ
の
科
学
者
が
専
儒

師
の
待
遇
で
大
学
に
残
る
こ
と
が
ま
れ
な
例
と
な
り

つ
つ
ぁ
る
。

さ
て
、
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
大
学
に
お
け
る
教
員

一
人
当
り
の
学
生
数
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
教
授
一

四
0
名
に
た
い
し
て
学
生
一
0
六
五
名
と
す
る
と
、

一
対
七
・
六
の
割
合
に
あ
た
る
。

数
年
ま
え
、
日
本
に
お
け
る
私
立
大
学
の
教
職
員

と
学
生
数
の
平
均
祭
発
表
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
九

が
、
こ
れ
に
ょ
る
と
学
生
数
一
万
に
九
い
し
て
教
員

教
授
に
つ
い
て
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二
五
0
名
、
職
員
二
0
0
名
と
い
う
。
い
い
か
え
る

と
、
教
員
一
人
に
た
い
し
て
学
生
四
0
人
、
職
員
一

人
に
た
い
し
て
学
生
数
五
0
人
と
い
う
斡
升
に
な
る

が
、
、
ま
こ
と
に
雲
泥
の
差
と
い
う
他
は
な
い
。

.
)
、

教
授
の
出
身
校
別
か
ら
そ
の
大
学
壽
価
す
る
こ

と
も
興
味
あ
る
も
の
で
あ
る
0
 
今
日
、
ハ
ー
バ
ー
ド

＼ノ

大
学
の
場
合
、
教
授
の
任
命
に
は
な
に
ら
制
限
が
加

え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
約
三
0
%
が
同
大
学
の
出
身

者
で
あ
る
に
た
い
し
、
ア
ー
モ
ス
ト
は
一
九
二
九

年
、
五
四
人
の
う
ち
二
八
人
(
五
0
%
)
が
こ
の
大

学
の
卒
業
牛
で
あ
っ
た
が
、
近
来
こ
の
比
率
は
大
い

に
皮
化
し
て
一
四
0
人
の
う
ち
わ
ず
か
二
六
人
(
一

九
0
。
)
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
。
学
閥
の
な
い
大
学
の

典
型
で
あ
ろ
う
。

い
る
。
こ
の
十
年
閻
に
学
生
数
に
は
増
減
な
か
っ
た

点
よ
り
耆
え
て
、
選
択
課
目
の
数
と
、
扣
当
時
問
数

が
少
し
増
加
し
た
傾
向
と
い
え
る
。

過
去
十
年
間
に
米
国
大
学
の
教
員
給
与
は
改
善
さ

れ
た
と
は
い
え
、
他
の
職
業
が
同
様
の
技
能
に
た
い

し
て
支
払
っ
て
い
る
も
の
に
比
べ
る
と
、
給
与
は
必

ず
し
も
よ
い
と
は
い
え
な
い
。
一
九
六
二
年
、
底
師

の
平
均
収
入
が
年
二
四
、
 
0
0
0
ド
ル
(
八
六
四
万

円
)
で
あ
る
に
た
い
し
、
大
学
教
員
の
平
均
給
与
は

年
一
五
、
 
0
0
0
ド
ル
(
五
四
0
万
円
)
で
あ
る
と

い
う
。
最
近
数
年
の
あ
い
だ
給
与
の
改
訂
が
な
さ
れ

九
が
、
一
九
六
一
1
六
二
年
の
給
与
は
一
九
四
0
年

当
時
倫
買
力
と
比
べ
て
わ
ず
か
に
改
善
さ
れ
た
に

す
ぎ
な
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
い
い
か
え
る
と
一

九
四
一
 
1
四
二
年
い
ら
い
、
教
授
の
俸
給
は
二
倍
に

な
っ
た
が
生
活
費
が
同
じ
く
二
倍
に
な
っ
九
と
い
わ

れ
て
い
る
。

そ
れ
に
し
て
も
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
の
籍
は
米
国

大
学
の
な
か
で
一
流
に
位
し
て
い
る
。
米
国
大
学
教

授
協
会
は
、
ア
ー
モ
ス
ト
の
全
給
与
を
、
ベ
ス
ト
十

位
の
な
か
に
数
え
て
い
る
。

教
授
の
給
与

さ
て
、
こ
の
大
学
に
お
け

る
教
授
の
扣
当
課
目
と
時
間

に
つ
い
て
は
、
一
九
五
0
1

五
一
年
度
約
ご
一
0
人
の

教
授
が
二
七
六
課
目
と
、
一

0
四
四
単
解
問
(
五
0
分
)

を
扣
当
し
て
い
た
が
、
六
一

1
六
一
年
度
に
は
、
一
三
八

人
が
三
三
三
課
目
と
、
一
三

三
九
単
位
時
間
を
分
担
し
て

フ
り
ン
フ
ト
ン
総
長
が
説
任
第
二
年
目
(
一
九
六

一
 
1
六
一
.
年
)
の
馨
に
は
、
こ
こ
の
大
学
の
財
政

規
模
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
日
本
に
お
け
る

私
学
の
財
政
的
困
繋
曹
ら
れ
て
い
る
と
き
、
こ

れ
ら
桁
ち
が
い
に
大
き
い
数
字
が
、
た
ん
に
海
の
向

う
の
小
さ
な
大
学
の
話
と
し
て
見
の
が
し
で
き
な
い

も
の
が
あ
る
。

こ
の
大
学
の
経
寶
は
過
去
十
年
問
に
約
二
倍
に
な

う
た
が
、
今
後
十
年
間
に
な
お
七
0
0
。
膨
張
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
円
に
換
算
す
る

と
、
一
九
六
四
年
度
の
経
費
が
約
二
二
億
一
千
七
百

万
円
に
あ
九
る
が
、
学
生
数
杓
千
人
と
し
て
、
一
人

当
り
の
發
が
一
言
三
万
円
に
な
る
。
日
米
両
国
の

貨
弊
仙
値
の
落
差
を
考
愈
に
い
れ
て
も
、
ま
こ
と
に

「
よ
き
教
育
に
は
経
賀
が
か
か
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ

る

同
年
度
に
お
け
る
大
学
収
入
の
内
訳
は
、
学
賀
お

よ
び
学
生
の
納
入
金
は
四
一
0
。
＼
基
金
の
収
入
三
七

0
、

0

寄
付
金
お
よ
び
補
助
三
0
ぐ
そ
し
て
そ
の
他

0
、

0

-
 
0
0
。
こ
の
比
率
は
三
十
」
ハ
、
七
年
前
の
そ
れ
と

は
少
し
も
か
わ
ら
な
い
。
一
九
二
八
年
の
秋
、
同
志

社
を
訪
問
さ
れ
た
当
時
の
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
の
理

大
学
の
財
政

ト大学の経費アーモス

1951-52

1961-62

1964-65

1971-72

$2,531,000

$4,973,100

$6,464,000

$8,567,0Ⅸ)
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事
、
キ
ン
グ
氏
玉
は
、
岩
倉
校
地
に
キ
ン
グ
寮
を

寄
付
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
こ
ろ
で
さ
え
ア
ー
モ
ス
ト

基
金
は
七
百
万
ド
ル
で
、
そ
の
基
金
の
利
息
が
一
年

の
歳
入
の
七
0
0
。
内
外
、
学
賓
に
ょ
る
収
入
は
僅
か

の
部
分
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
今
日
で
さ

)し

え
、
学
喪
お
よ
び
学
乍
の
納
入
金
は
こ
の
大
学
の
全

収
入
の
三
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も

学
賓
を
収
入
の
大
宗
と
す
る
現
在
の
日
本
の
私
大
と

大
き
な
相
違
を
感
ず
る
。

,
、
名
又
一
ル
ン
一
ヨ
§
0
、
,
の
資
料
に
(
一
九
六
一
年

六
月
現
在
)
に
ょ
る
と
、
全
米
の
大
学
の
う
ち
基
金

ニ
、
五
0
0
万
ド
ル
(
九
十
位
円
)
以
上
も
っ
て
い

る
大
学
の
数
は
十
四
力
校
こ
の
「
小
さ
な
大
学
」

ア
ー
モ
ス
ト
は
そ
の
基
金
の
植
か
ら
す
る
と
十
三
番

目
で
、
ニ
、
八
七
三
万
ド
ル
(
約
一
 
0
忌
円
)
。

さ
ら
に
最
近
の
基
金
を
時
価
編
価
す
る
と
、

一
九
六
一
年
六
月
五
、
-
 
0
二
万
ド
ル

(
一
八
三
徳
円
)

六
二
年
六
月
四
、
八
六
八
万
ド
ル
(
一
七
五
億
円
)

六
三
年
六
月
六
、
 
0
五
五
万
ド
ル
(
三
八
億
円
)

大
学
の
基
金

六
五
年
六
月
七
、
四
三
四
万
ド
ル
全
六
七
億
円
)

そ
し
て
一
九
六
四
1
六
五
年
度
に
お
け
る
基
金
よ

り
の
収
入
は
約
二
五
九
万
ド
ル
(
九
竺
千
万
円
)
で

同
年
の
収
入
の
三
五
ψ
。
に
当
っ
て
い
る
と
い
う
。

な
お
こ
の
大
学
は
首
府
ワ
シ
ン
ト
ン
に
フ
ォ
ル
ガ

シ
ェ
ク
ス
ピ
ア
鼎
望
」
釜
し
て
い
る
が
、

1
 
●
こ
の
フ
ォ
ル
ガ
ー
基
金
の
評
価
額
は
、
一
九
六
三
年

現
在
、
二
五
0
0
万
ド
ル
(
九
0
億
円
)
で
、
こ
の

基
金
の
果
実
に
ょ
っ
て
こ
の
図
欝
靴
持
運
営
さ

れ
て
い
る
。

ル
超
過
し
、
総
額
三
一
 
0
万
ド
ル
(
約
七
六
億
円
)

の
鑒
が
完
f
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

こ
の
二
三
 
0
万
ド
ル
の
う
ち
、
九
五
O
J
に
あ
た

る
二
0
0
0
万
ド
ル
の
寄
付
は
、
寄
付
者
(
聖
八

0
0
口
)
の
一
 
0
0
ル
か
ら
な
る
も
の
で
あ
り
、
全
募

金
額
の
六
0
0
。
は
、
大
口
の
十
口
の
寄
付
に
ょ
り
達

せ
ら
れ
た
と
。
ま
六
、
こ
の
募
金
の
た
め
に
要
し
た

費
用
は
全
募
金
額
の
三
・
七
五

い
か
え
る

0
、

い

0

と
、
三
一
0
万
ド
ル
の
募
金
の
た
め
に
七
八
万
七

千
ド
ル
が
つ
か
わ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

私
は
い
ま
ま
で
、
こ
の
大
学
の
膨
大
な
基
金
と
、

な
お
そ
の
上
に
、
七
十
六
億
円
に
の
ぽ
会
金
が
成

功
し
九
こ
と
を
の
ぺ
て
き
九
が
、
つ
ぎ
の
こ
と
ぱ
で

こ
の
小
文
を
終
り
た
い
と
思
う
。
そ
れ
は
「
ア
ー
モ

ス
ト
罪
金
計
画
の
目
標
は
お
金
を
集
め
る
こ
と
で

は
な
い
。
そ
れ
は
た
ん
に
手
段
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の

ー
ル

目
佳
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
を
つ
う
じ
て
、
よ
り
よ
い

り
べ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
の
教
*
を
実
現
す
る
に
あ
る
」
と

い
う
こ
と
。
そ
し
て
こ
罪
金
需
の
六
め
に
、
三

力
年
問
に
約
二
万
五
千
人
に
の
ぽ
る
米
国
の
す
ぐ
れ

九
頭
脳
と
、
最
も
多
忙
な
人
九
ち
の
岫
冏
が
絲
織
さ

れ
て
、
一
つ
の
目
標
1
よ
り
よ
い
「
小
さ
な
大
学
」

を
充
実
さ
す
た
め
に
つ
か
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

(
本
部
庶
務
部
長
)

る
。

最
初
に
の
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
大
学
の
規
模
を
定

員
千
二
百
名
に
拡
弧
す
る
た
め
に
、
そ
し
て
毎
年
新

入
生
二
百
七
十
名
の
か
わ
り
に
、
毎
年
三
百
名
を
と

る
六
め
に
、
一
九
六
二
年
、
こ
の
大
学
の
基
本
哥

が
発
表
せ
ら
れ
六
。
そ
し
て
創
立
百
五
十
年
祭
を
迎

え
る
一
九
七
0
1
七
一
年
を
艮
に
、
三
六
0
0
万

ド
ル
(
三
徽
六
千
万
円
)
の
一
霊
計
画
が
六
二

年
三
月
か
ら
開
始
せ
ら
れ
た
。

こ
の
う
ち
最
初
の
三
力
年
冏
の
中
閻
月
祭
一
、

七
0
0
万
ド
ル
(
六
一
竺
千
万
円
)
で
あ
っ
た
が
、

咋
年
六
五
年
六
月
に
、
当
初
の
目
撃
四
一
 
0
万
ド

基
本
計
画
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マ
ス
プ
ロ
教
育
と
宗
教
教
育

,
、
ψ

.
'

'

市

'

゛

、
'

'
風

恭
二

、
.
气
、

、

勺

、
.
圏
一

時
た
ま
、
所
用
が
あ
っ
て
母
校
を
訪
れ
る
と
、
校

舎
や
設
備
の
増
設
・
拡
充
は
目
ぎ
ま
し
く
、
そ
の
点

か
ら
は
、
た
し
か
に
母
校
の
発
展
を
、
喜
び
た
く
な

る
。
校
友
と
し
て
当
然
の
箒
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
掲
示
板
の
前
に
足
を
と
ど
め
る
。
彩
し

い
掲
尓
の
中
で
、
一
き
わ
目
立
つ
の
は
、
学
生
・
教

授
・
響
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
声
明
文
・

宣
言
文
の
九
ぐ
い
で
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
に
、
訴
え
・

叫
び
・
罵
り
、
中
に
は
Π
鉢
巻
で
恕
号
す
る
に
も
似

た
用
語
も
多
く
、
こ
れ
が
学
校
、
そ
れ
も
キ
リ
ス
ト

教
上
義
学
校
の
掲
不
板
な
の
か
と
象
さ
れ
る
。
伺

と
も
騒
々
し
い
限
り
で
あ
る
。
相
互
に
、
尊
敬
も
信

頼
も
喪
失
し
た
よ
う
な
こ
う
し
た
環
境
で
、
お
よ
そ

教
育
な
る
も
の
は
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
と
、
一
瞬

戸
ま
ど
い
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

昔
の
同
森
に
あ
っ
た
生
命
と
も
本
質
と
も
考
え

ら
れ
た
も
の
ー
ひ
と
り
の
卓
越
し
た
基
督
教
的
人

格
を
小
心
と
し
た
同
志
の
染
い
、
基
督
教
信
仰
を
行

骨
と
し
た
救
国
の
器
一
、
神
を
畏
れ
る
良
心
壽
調

と
し
九
高
い
倫
理
倫
神
、
そ
う
し
た
も
の
が
教
育

の
根
底
を
な
し
て
い
て
、
全
学
に
粘
神
的
交
流
と
連

叢
が
存
在
し
た
。
こ
う
し
九
も
の
が
、
同
志
社
的

゛

■
'

、

.
、
劃
:

,

'
.
+

"
,

N
、
.
.

イ

"
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一
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J
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と
呼
び
う
る
特
殊
な
伝
統
を
な
し
て
い
て
、
教
育
を

通
じ
て
近
岱
家
形
成
途
上
の
日
本
に
、
大
き
く
貢

献
し
た
ー
す
べ
て
こ
う
し
た
も
の
が
、
危
う
く
さ

れ
て
い
て
、
わ
が
愛
す
る
同
志
社
も
、
経
営
を
第
一

と
す
る
マ
ン
モ
ス
大
学
の
一
つ
に
張
し
つ
つ
ぁ
る

か
に
見
ら
れ
る
。
経
祭
・
マ
ス
プ
ロ
が
、
教
学
を

建
学
の
粘
神
を
、
抑
圧
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
回
復
の
道
を
、
ど
こ
に
見
出
す
べ
き
で
あ
ろ
う

)
0
か
そ
し
て
、
そ
の
任
務
を
誰
が
扣
う
の
で
あ
ろ
う

>
0
力

咋
年
、
い
わ
ゆ
る
「
人
劇
像
」
の
僻
心
が
、
各
方

而
で
や
か
ま
し
く
、
認
さ
れ
六
。
文
部
省
関
係
か
ら

出
さ
れ
九
「
期
待
さ
れ
る
人
櫻
」
が
、
き
っ
か
け

と
な
っ
九
こ
と
は
、
門
う
ま
で
も
な
い
。
あ
れ
は
、
ず

い
ぷ
ん
叩
か
れ
た
し
か
し
、
現
代
の
日
本
で
、
し

か
も
文
部
省
の
上
宰
で
作
ら
れ
た
も
の
な
ら
ぱ
、
あ

れ
以
上
を
求
め
る
の
は
、
始
め
か
ら
無
理
で
あ
る
。

理
由
は
明
ら
か
で
あ
る
。
兇
の
日
本
に
、
民
族
的
、

国
家
的
目
標
な
い
し
卯
想
と
呼
ぱ
れ
う
る
も
の
は
、

何
も
な
い
か
ら
で
あ
る
國
・
長
が
Π
櫻
と
理
想

を
も
っ
て
こ
そ
、
教
介
の
黒
鞭
立
す
る
で
あ
ろ

う
し
、
そ
の
理
念
の
U
.
徠
化
と
し
て
の
「
人
問
像
」

も
必
然
的
に
成
立
つ
と
一
言
う
べ
き
で
あ
る
。
現
代
日

本
に
、
「
期
待
さ
れ
る
人
冏
像
」
の
鞭
と
な
る
べ

き
目
標
の
な
い
こ
と
が
禍
い
の
原
因
で
あ
っ
た
。

輩
は
違
う
。
旧
・
新
約
を
貫
い
て
、
人
閻
は
、

神
の
主
権
の
宇
・
哥
確
立
の
た
め
に
寄
与
し
、
奉
仕

し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
神
の
民
は
、
そ
の
た
め
に

存
在
し
、
彼
ら
の
特
権
も
衰
も
そ
こ
に
あ
る
、
と

宇
っ
明
確
な
目
標
が
示
さ
れ
る
。
昭
心
倒
に
含
ま
れ
て

い
る
彩
し
い
教
訓
・
奨
励
の
九
ぐ
い
は
、
す
べ
て
、

そ
の
誓
斧
ン
L
こ
に
持
つ
と
言
っ
て
ょ
い
。
目
標
の

璽
の
あ
る
と
こ
ろ
、
ま
九
「
人
間
像
」
も
確
立
せ

ざ
る
を
え
な
い
。

従
来
の
日
本
の
荻
督
教
的
教
夏
、
善
良
・
際

・
親
切
な
人
絡
の
刊
成
と
本
う
こ
と
を
、
当
然
の
目

標
と
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
 
7
艮
心
」
も
「
愛
」

も
、
す
べ
て
椢
人
の
道
徳
の
観
点
か
ら
の
み
教
え
ら

れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
倫
果
が
、
△
,
み
る

よ
う
な
、
惡
い
こ
と
を
し
な
い
、
佃
人
的
に
は
等
敬

で
き
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ぱ
、
無
気
力
・
消
極

的
な
、
従
っ
て
大
叢
蛋
の
タ
イ
プ
が
作
ら
れ
て

来
九
よ
う
に
思
,
つ
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
に

は
良
い
而
が
あ
っ
て
、
社
会
に
対
し
て
果
し
て
来
た

貢
献
を
も
大
き
く
認
め
ね
ぱ
な
ら
な
い
が
、
し
か
し

現
状
打
破
や
一
新
の
力
は
、
こ
こ
か
ら
は
出
て
来
な

い
と
思
わ
れ
る
。
教
会
と
基
督
教
主
義
学
校
の
功
罪

こ
の
点
、
相
な
か
ば
す
る
も
の
が
あ
る
で
あ
ろ

、

、
つ

現
代
、
国
内
と
国
外
と
を
問
わ
ず
、
地
球
上
ど
こ

を
み
て
も
、
文
明
の
ひ
ず
み
が
様
々
な
形
の
病
的
現

象
と
な
っ
て
、
大
き
く
人
間
性
を
歪
め
、
神
の
子
た

る
の
尊
厳
性
を
傷
つ
け
宅
っ
て
い
る
。
そ
の
不
幸
な

犠
牲
者
が
、
あ
ち
こ
ち
に
、
色
々
な
形
で
も
が
い
て

い
る
こ
う
し
た
悲
劇
的
な
時
代
に
、
由
分
だ
け
幸

福
・
平
安
で
あ
る
こ
と
に
各
め
を
感
じ
な
い
の
は
、

非
良
心
的
で
あ
る
と
一
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で

な
く
て
、
相
手
の
身
分
・
階
級
あ
る
い
は
宗
教
・
国

籍
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
そ
う
し
た
不
幸
な
人
た
ち

の
所
に
近
よ
っ
て
、
手
を
貸
し
助
け
起
こ
そ
う
と
し

て
勧
ら
く
「
誇
き
サ
マ
リ
ャ
人
」
(
ル
カ
福
音
書
十

章
)
的
人
問
こ
そ
、
柳
を
艇
し
人
を
愛
す
る
、
真
に

良
心
的
な
愛
の
実
践
者
で
あ
っ
て
、
か
か
る
「
人
閥

像
」
こ
そ
、
現
代
の
教
舎
や
基
督
教
上
義
学
校
か
ら

高
く
打
出
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ま

た
、
良
心
影
手
腕
に
ノ
.
」
と
教
え
ら
れ
た
創
設
者

の
粘
神
を
現
代
に
生
か
す
道
で
も
あ
ろ
う
。

四
年
前
、
米
国
か
ら
の
怜
途
、
南
米
か
ら
欧
洲
.

ア
フ
り
力
・
中
近
東
の
諸
瑞
を
視
察
す
る
機
会
に

め
ぐ
ま
れ
た
。
そ
の
途
上
、
牢
銘
で
日
本
の
商
社
関

は
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係
の
人
々
と
乗
合
せ
た
こ
と
が
、
し
ぱ
し
ぱ
で
あ
っ

九
0
 
聞
く
と
、
セ
ー
ル
ス
の
た
め
に
ア
フ
り
力
の
奥

地
に
で
も
行
く
と
一
戸
っ
こ
と
で
あ
う
た
。
円
本
人
の

商
地
の
た
く
ま
し
さ
堤
喫
し
た
が
、
そ
れ
以
来
、

「
商
人
国
家
・
日
本
」
と
い
,
つ
一
一
長
が
、
私
の
豐

を
蹴
れ
な
く
な
っ
九
。

そ
れ
を
悪
い
と
言
う
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
出

界
の
隅
々
を
「
儲
け
て
ゃ
ろ
う
」
と
い
う
目
で
見
わ

た
す
日
本
人
の
行
き
方
に
は
、
世
界
各
地
で
、
批
判

や
惡
楽
起
っ
て
い
る
こ
と
は
、
周
知
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
倫
子
で
ゅ
く
と
、
か
つ
て
そ
の
武
力
で
、

川
界
巾
か
ら
憎
ま
れ
九
わ
が
国
が
、
こ
ん
ど
は
経
済

力
で
、
世
界
か
ら
憎
ま
れ
九
り
怨
ま
れ
た
り
す
る
日

が
来
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
別
と
し
て
も
、
た

と
え
ぱ
、
隣
国
の
戦
争
と
流
血
を
種
に
し
て
の
備
け

や
繁
栄
に
ょ
っ
て
は
、
日
本
民
族
は
、
決
し
て
祝
福

さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

日
本
民
族
の
も
つ
優
れ
た
能
力
で
、
世
界
の
隅
々

を
、
助
け
よ
う
・
奉
仕
し
よ
う
と
い
う
目
で
み
る
ー

こ
う
し
希
神
が
我
国
の
多
く
の
告
年
を
動
か
す
よ

う
に
な
っ
た
ら
、
す
な
わ
ち
「
商
人
風
象
」
か
ら
「
奉

仕
国
家
」
へ
の
転
換
が
行
な
わ
れ
得
た
ら
、
日
本
は

伊
界
か
ら
尊
敬
さ
れ
、
日
本
自
体
も
祝
福
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
民
族
・
国
家
の
目
標
と
裟
は
、
谷

旨
に
ょ
っ
て
打
ち
建
て
ら
れ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。
教
会
と

基
督
教
王
峩
学
校
が
、
協
同
で
そ
の
使
命
を
担
わ
ね

ぱ
な
ら
ぬ
。
そ
れ
が
聖
壁
L
現
代
に
生
か
し
、
同
志

社
の
使
命
翫
代
に
遂
行
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と

こ
ろ
で
、
現
任
の
同
志
社
の
中
で
、
そ
う
し
た
作
務

ど
こ
で
、
ま
た
何
人
に
ょ
っ
て
に
な
わ
れ
て
い

は
、

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

学
生
讐
に
誓
た
い
こ
と
が
あ
る
。
カ
ン
ニ
ン

グ
の
製
で
あ
る
。
最
近
あ
る
教
会
に
、
多
く
の
学

生
た
ち
を
前
に
し
て
、
君
た
ち
の
中
で
、
自
分
の
学

校
に
は
、
カ
ン
ニ
ン
グ
は
絶
対
に
行
な
わ
れ
て
い
な

い
と
一
言
い
う
る
人
が
あ
っ
た
ら
挙
手
し
て
下
さ
い
、

と
言
っ
て
み
た
。
雌
の
ひ
と
り
も
、
手
を
あ
げ
な
か

つ
た
。
そ
れ
を
み
て
、
私
は
、
カ
ン
ニ
ン
グ
は
日
本

の
大
学
と
一
襲
を
な
め
つ
く
し
て
い
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
と
思
っ
た
。

わ
が
国
で
は
、
器
の
度
ど
と
に
、
公
明
送
挙
が

が
・
場
入
り
で
う
た
わ
れ
る
が
、
選
挙
の
不
正
は
、

年
と
共
に
根
を
深
め
て
ゅ
く
よ
う
で
あ
る
こ
う
し

て
、
単
に
政
治
の
世
界
の
み
な
ら
ず
、
社
会
の
到
る

と
こ
ろ
で
、
不
義
と
不
正
が
横
行
す
る
こ
と
と
な

る
。
不
正
・
不
義
と
は
、
要
す
る
に
「
カ
ン
ニ
ン
グ
」

で
あ
る
学
告
代
に
カ
ン
ニ
ン
グ
の
味
キ
」
し
め
た

者
が
社
会
に
出
て
、
よ
り
強
い
競
争
に
勝
う
て
生
き

る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
の
形
の
カ
ン
ニ
ン
グ
を
、
や
ら

な
い
筈
が
な
い
と
み
る
の
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
学

校
の
カ
ン
ニ
ン
グ
を
根
絶
す
る
こ
と
が
、
社
会
的
正

義
樹
立
の
喪
で
あ
り
、
限
岻
で
あ
る
と
考
え
る
。

試
駛
場
に
、
い
わ
ゆ
る
於
官
が
二
人
も
三
人
も

来
る
と
い
う
の
は
、
学
生
・
生
徒
は
カ
ン
ニ
ン
グ
を

す
る
者
だ
、
と
い
う
認
定
を
前
提
と
す
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
ん
な
侮
辱
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
学
賀
の
値

上
け
や
口
治
の
貫
徹
の
た
め
に
、
ハ
ン
ス
ト
を
さ
え

＼ノ

決
行
す
る
若
者
が
、
ど
ぅ
し
て
こ
の
侮
辱
に
対
し
て

無
関
心
な
の
念
觧
に
苦
し
む
の
で
あ
る
。
先
生
は

試
験
問
恕
を
配
り
、
ニ
、
三
の
質
問
に
答
え
た
ら
、

ど
ぅ
ぞ
お
引
取
り
下
さ
い
。
あ
と
は
わ
れ
わ
れ
が
自

主
釜
を
致
し
ま
す
。
カ
ン
ニ
ン
グ
は
、
絶
対
に
や

り
ま
せ
ん
、
や
ら
せ
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
運
動
も
全

学
に
倫
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
か
同

志
社
な
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
が
全
国
に
さ
き

が
け
て
行
な
わ
れ
て
ょ
い
と
考
え
る
。
日
本
の
大

学
・
一
局
校
に
こ
れ
が
徹
底
し
た
ら
、
日
本
の
社
会
、

日
本
の
民
族
粘
神
は
、
ど
れ
ほ
ど
浄
化
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
が
、
基
督
教
主
義
学
校
の
な
し
う
る
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偉
大
な
る
貰
献
な
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

嬰
の
嵳
の
篇
の
変
化
と
い
う
こ
と
が
、
特

に
戚
近
、
東
西
で
瀕
窕
す
ゑ
了
'
聖
司
.
、
、
に
、

絶
塾
的
な
悴
冬
ま
じ
え
て
語
ら
れ
る
こ
と
か
多
く

な
っ
た
利
も
刷
惑
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

ナ
ー

ど
も
、
そ
の
巾
に
は
、
現
状
を
ム
"
と
し
、
あ
る
べ
き

姿
へ
の
川
復
゛
姦
く
願
っ
て
い
る
'
門
郁
学
ヰ
も
、
少

数
で
は
あ
っ
て
も
心
ら
ず
存
作
す
る
の
で
あ
る
。

)し

わ
ば
「
バ
ア
ル
に
膝
を
か
が
め
ざ
る
」
「
残
り
の
門
」

斯
島
.
ル
念
擬
典
倫
文
で
、
箒
割
逃

で
あ
る
。

咋
年
、

し
た
徳
、
水
さ
ん
と
い
う
女
f
ル
上
小
は
、
私
の
教
介
の

介
貝
で
お
る
。
前
'
村
に
人
学
し
て
始
め
て
新
島
北

告
肉
り
、
そ
の
人
桜
と
徽
兄
と
に
ひ
か
れ
、
み
ず

か
ら
も
N
將
教
柄
冲
に
ょ
る
教
台
に
生
沿
J
孫
げ
六

い
と
の
<
,
櫛
を
將
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
お
る
。
呪

犬
の
玉
秩
,
・
洗
「
,
に
脳
む
だ
け
、
か
え
っ
て
闘
く

純
な
刊
祭
」
弼
求
す
る
肱
{
が
嘘
ん
と
な
る
。
こ
れ

も
、
案
外
気
付
か
れ
て
い
な
い
が
、
し
か
し
呪
代
占

年
の
特
質
の
一
つ
に
数
え
て
ょ
い
の
で
は
な
か
ろ
う

四

山
の
ろ
、
つ
。

利
の
円
志
村
存
学
は
、
昭
洞
十
圷
か
ら
十
五
年
に

か
け
て
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
頃
は
川
貞
一
先
生
が
一

に
も
新
畠
二
に
も
新
島
、
と
に
角
、
ひ
と
り
で
新

島
勺
ヰ
を
叫
び
、
新
ル
北
乍
を
云
え
て
い
ら
れ
た

n
忠
い
赳
f
上
は
、
堀
先
生
の
は
、
柘
・
"
を
で
は

な
く
て
、
新
島
先
生
を
伝
え
て
い
る
の
だ
、
な
ど
と

言
て
い
た
が
、
<
,
か
ら
想
っ
て
も
、
な
つ
か
し
い

思
い
川
で
あ
る
。
貴
い
堀
先
牛
の
お
姿
で
、
心
っ
九
と

思
う
お
の
峡
の
鼎
心
礼
は
、
ひ
と
り
の
堀
先
生
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

゛
＼

ア
ル
に
燦
を
扉
め
な
い
七
千
人
を
呼
び
起
し
九

の
は
、
ひ
と
り
の
予
一
冨
X
エ
リ
ャ
で
あ
う
火
。
こ
の

「
ひ
と
り
」
か
糊
訓
器
の
'
力
と
し
て
、
終
り

な
く
市
要
で
あ
り
、
ま
九
、
貴
い
の
で
あ
る
。
こ
の

「
ひ
と
り
」
か
ら
、
聖
ず
起
る
発
誓
よ
っ
て
、

周
側
に
引
噂
者
・
W
力
打
か
あ
ら
わ
れ
る
。
不
動
の

磁
仁
を
も
ち
、
 
g
代
に
辿
用
す
べ
き
・
此
い
N
想
を
掲

げ
て
進
む
片
に
は
、
そ
れ
が
↑
"
焚
の
も
の
で
お
れ
ぱ

必
ら
ず
こ
の
゛
が
起
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
抵

抗
も
反
対
も
、
処
攸
心
も
冷
父
も
避
け
る
こ
と
は
出

来
な
い
。
し
か
t
灰
対
雪
父
け
る
こ
と
が
、
か
え
っ

て
、
一
七
の
↓
到
九
る
こ
と
を
'
V
詞
す
る
場
<
1
も
お

る
。
囚
噛
で
は
あ
る
か
、
し
か
し
、
伺
L
心
村
を
忠
う

(
枝
友
・
火
阪
教
会
牧
師
)

)
0
ブ

囲
遊
よ
、
バ
ア
ル
に
徐
を
燃
め
ぬ
、
そ
う
し
窓
ナ

生
を
、
ど
ぅ
し
て
つ
か
み
、
ど
の
よ
う
に
群
く
か
で

な
ら
ば
、
 
n
本
の
救
い
一
而
っ
な
ら
ぱ
、
こ
の
十
字

架
を
残
が
負
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

利
は
、
伺
+
心
村
は
「
同
ふ
社
で
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
よ
う
に
思
う
現
代
の
H
本
に
、
同
志
礼
が
絶

対
に
必
要
で
あ
る
と
の
硴
仁
を
持
つ
同
志
九
ち
、
そ

の
司
心
朴
は
、
絶
対
に
m
・
"
門
を
,
伶
十
H
:
"
印
に
立

た
ね
ぱ
な
ら
ぬ
こ
と
を
稲
仁
す
る
「
祠
志
」
た
十
、

そ
し
て
、
岡
卜
心
礼
の
り
ナ
を
、
 
n
分
の
買
下
、
内
分

の
卯
と
し
て
、
か
つ
て
新
島
先
生
が
そ
う
さ
れ
九
よ

う
に
、
あ
え
て
、
・
Π
分
の
身
を
鞁
打
と
ぅ
と
す
る
伺

発
ち
。
こ
れ
ら
の
人
々
に
ょ
っ
て
支
え
ら
れ
る
同

森
こ
そ
、
そ
の
小
命
を
凧
復
し
、
Π
木
の
救
済
に

一
刊
を
川
う
も
の
と
な
の
う
る
と
占
礼
る
。
そ
う
い

う
人
々
が
、
肌
れ
の
刷
ヒ
料
、
て
の
難
ハ
名
の
ヤ
に

も
、
教
峨
員
J
茶
の
小
に
も
、
決
し
て
少
く
な
い

飾
で
あ
る
。

都
か
、
ト
卞
条
L
も
っ
て
、
バ
ア
ル
に
些
」
か
か

め
ぬ
U
下
人
を
呼
び
さ
ま
、
-
0
べ
き
エ
リ
ャ
の
役
を
巣

す
力
こ
、
同
ぶ
礼
の
可
氷
カ
カ
カ
つ
て
い
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
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大
〔
、
教
育
の
反
、

=

数
年
前
の
こ
と
だ
が
、
ぼ
く
は
一
学
生
の
自
殺
*

件
に
か
か
わ
り
あ
っ
た
。
か
か
わ
の
あ
っ
た
と
い
う

表
現
は
辿
切
で
な
い
と
い
う
気
も
す
る
が
、
ど
ぅ
表

現
す
る
の
が
緊
1
で
あ
る
か
、
い
ま
も
よ
く
わ
か
ら

な
い
。同
志
社
大
学
で
は
、
入
学
谷
後
の
一
週
問
を
、

そ
の
学
年
度
倫
附
す
る
学
科
目
の
脊
録
期
間
と
し

て
お
り
、
学
部
に
ょ
っ
て
若
下
の
ち
が
い
は
あ
る

が
、
そ
の
期
削
内
に
朧
録
し
な
か
っ
た
学
生
は
、
毓

学
(
修
学
)
の
慧
が
な
い
も
の
と
判
断
し
て
、
一
定

朔
間
様
子
を
み
九
の
ち
除
篇
の
処
型
L
と
る
。

あ
る
程
度
の
期
間
を
お
く
の
は
、
姦
期
M
を
失

念
し
て
い
る
者
や
、
病
気
や
轟
で
、
木
来
は
そ
の

旨
を
屈
け
で
る
べ
き
な
の
に
、
届
け
で
を
し
な
い
ま

ま
所
定
の
則
日
に
姦
で
き
な
い
で
い
る
よ
う
な
学

生
を
臘
っ
て
で
あ
る
。

そ
の
期
燭
に
泣
脈
事
務
室
で
は
、
小
編
な
わ
手
紙

で
未
様
学
生
に
連
締
を
と
り
、
一
慧
を
た
し
か
め
、

早
急
に
姦
す
る
よ
う
督
促
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う

い
,
つ
学
生
は
毎
年
か
な
り
の
数
に
の
ぽ
り
、
あ
九
ふ

九
と
手
続
き
に
く
る
各
も
あ
れ
ぱ
、
本
人
は
勍
学
の

志
學
喪
失
し
て
い
て
父
兄
稲
糟
や
っ
て
く
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
音
も
沙
汰
も
な
い
学
生
も
い
る
。

内
殺
し
た
の
は
、
右
の
よ
う
な
否
録
学
牛
の
一

人
で
あ
り
、
彼
は
謡
連
締
に
応
じ
て
事
拐
室
へ
き

た
。
彼
が
死
ん
だ
の
は
、
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
一
週
間

ぱ
か
り
の
ち
の
こ
と
だ
っ
た
と
「
詣
す
る
。

数
日
後
、
死
亡
退
学
届
を
も
っ
て
彼
の
父
親
が
き

河
野

た
。
ノ
ー
ト
の
き
れ
は
し
に
<
お
<
父
さ
ん
お
母
さ
ん

す
み
ま
せ
ん
>
と
だ
け
走
り
が
き
し
た
一
通
の
患

が
あ
っ
九
き
り
で
あ
り
、
友
達
も
い
な
い
子
だ
っ
九

の
で
、
家
の
方
で
は
何
故
死
ん
だ
の
か
皆
月
見
当
が

つ
か
な
い
。
学
校
で
は
何
か
原
因
に
つ
い
て
心
当
り

が
な
い
だ
ろ
う
か
。
来
年
の
三
月
に
は
卒
業
す
る
の

で
、
早
て
ま
わ
し
に
知
人
に
た
の
ん
磊
職
口
も
決

め
て
や
っ
て
あ
っ
た
し
、
本
人
も
そ
の
勍
職
先
が
気

に
い
て
い
る
ふ
う
だ
っ
た
の
に
ー
、
と
父
親
は

つ
た
。
そ
の
と
き
、
あ
る
衝
撃
が
胸
を
つ
き
抜
け

いる
の
を
ぽ
く
は
感
じ
た
。

呼
び
だ
さ
な
け
れ
ぱ
学
科
日
の
姦
手
続
き
に
も

来
な
か
っ
た
彼
の
過
去
.
ニ
カ
年
の
取
得
単
位
で
は
、

来
年
一
一
月
の
卒
業
は
お
ろ
か
、
あ
と
二
年
闇
N
つ

ぱ
い
努
力
し
て
さ
え
卒
業
は
お
ぼ
つ
か
な
い
で
あ
ろ

イ

昭
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う
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と

を
彼
は
、
家
族
に
は
ま
う
た
く
知
ら
さ
ず
、
ま
し
て

や
就
職
口
ま
で
き
め
て
し
ま
っ
た
父
親
に
む
か
っ
て

は
、
う
ち
あ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
。

ぼ
く
は
彼
を
呼
び
だ
し
た
と
き
、
い
ち
お
う
の
事

惰
は
き
き
、
あ
き
ら
か
に
就
学
に
つ
い
て
は
消
極
的

な
姿
勢
が
認
め
ら
れ
る
彼
に
、
し
か
る
べ
き
助
、
.
昌
を

あ
た
え
登
録
す
る
よ
う
す
す
め
、
手
続
き
を
さ
せ
て

制
し
た
の
で
あ
る
。

さ
き
に
言
っ
六
よ
う
に
、
所
定
朔
間
内
に
登
録
を

し
な
い
学
生
は
沢
山
い
る
。
彼
は
そ
の
な
か
の
一
人

で
あ
り
、
多
数
の
な
か
の
一
人
と
し
て
ぽ
く
は
応
対

し
、
彼
の
た
め
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
必
要
な

手
続
き
を
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い

て
は
、
ぼ
く
は
懇
W
だ
っ
た
つ
も
り
で
あ
り
、
け
っ

し
て
煩
を
い
と
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

だ
が
、
ぼ
く
の
自
貞
な
り
悔
い
は
、
も
っ
と
い
え

ぱ
自
己
嫌
恕
の
禍
根
は
、
や
は
り
そ
の
点
に
あ
る
。

ぼ
く
は
簡
単
な
応
対
で
は
あ
っ
た
が
、
彼
が
い
ま
だ

に
大
学
と
い
う
環
彬
う
ま
く
適
応
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
か
な
り
つ
よ
い
述
和
感
を
い
だ
い
て
い
る
の

を
感
じ
た
。
単
位
修
得
の
お
く
れ
も
、
就
学
に
た
い

す
る
消
極
的
な
姿
勢
も
、
原
因
は
ど
う
や
ら
そ
こ
に

あ
る
ら
し
い
と
感
じ
た
。
し
か
し
、
と
き
ど
き
あ
る

ケ
ー
ス
の
ひ
と
つ
だ
と
い
う
程
度
に
お
い
て
感
じ
た

に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
思
う
。

も
し
も
そ
の
と
き
、
ぼ
く
が
も
う
一
歩
ふ
み
こ
ん

で
じ
っ
く
り
と
応
対
し
、
製
克
L
十
<
ヒ
に
把
搭
し
よ

う
と
し
た
な
ら
ば
、
つ
ま
り
、
扣
当
業
務
の
祚
と
芯

撃
み
ず
か
ら
の
鼎
で
超
え
て
い
た
な
ら
ぱ
、
ぽ

く
は
も
う
小
ノ
し
ち
が
っ
た
処
理
を
、
彼
の
た
め
に
し

た
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
し
か
る
べ
き
人
々
に
相
談
を

も
ち
か
け
た
で
あ
ろ
う
し
、
家
族
に
も
連
絡
を
と
っ

九
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
一
人
の
学
生
を
死
に
い
た

ら
し
め
る
こ
と
の
な
い
処
理
な
り
対
条
、
可
能
で

あ
っ
九
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。

ま
た
、
あ
る
年
の
夏
、
岡
山
地
区
の
父
兄
会
の
席

で
、
入
学
し
た
ぱ
か
り
の
祇
が
大
学
に
ひ
ど
く
失

望
し
て
婦
う
て
き
て
、
い
く
ら
言
っ
て
き
か
せ
て
も

行
こ
う
と
し
な
い
の
だ
が
ど
う
し
た
も
の
だ
ろ
う
か

と
い
う
一
肩
と
質
問
を
、
学
生
の
母
親
か
ら
き
か
さ

れ
て
憎
然
と
し
九
こ
と
も
あ
る
。

こ
う
し
た
体
験
は
、
数
え
て
み
る
と
か
な
り
の
件

数
に
の
ぽ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
学

生
の
生
涯
に
、
場
合
に
ょ
っ
て
は
生
死
の
纏
に
か

か
わ
り
か
ね
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
ぽ
く
は
A

応
な
く
却
罷
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る

右
の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
問
學
生
に
た
い
し
て
、

現
在
の
大
学
は
、
い
か
な
る
絲
織
が
、
あ
る
い
は
人

.
)
、
か
、
彼
ら
を
う
け
と
め
、
鼎
を
把
握
し
、
窃
な

ア
ド
バ
イ
ス
な
り
対
策
を
講
じ
て
ゅ
く
体
制
を
し
い

て
い
る
だ
ろ
う
か
。

な
る
ほ
ど
、
学
生
謄
は
不
十
分
な
が
ら
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
.
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
各
学
部
に
は
学
生

主
任
な
り
教
務
醍
任
が
い
る
。
し
か
し
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
.
セ
ン
タ
ー
な
り
し
か
る
べ
き
教
員
や
、
演

習
と
か
外
国
湧
扣
W
1
者
に
、
そ
し
て
事
務
室
の
職

員
に
相
談
を
も
ち
か
け
て
く
る
学
生
は
、
大
な
り
小

な
り
閻
學
」
自
主
解
決
し
よ
う
と
す
ゑ
俄
を
も
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
相
淡
に
も
や
っ
て

く
る
の
だ
。
な
ん
ら
か
の
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
仰
内
を

も
っ
て
い
る
学
生
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
お
な
じ
こ
と

が
一
菖
え
る
だ
ろ
う
。

だ
か
ら
彼
ら
に
つ
い
て
は
さ
し
て
閥
越
は
な
い
と

い
う
の
で
は
な
い
。
傘
生
を
い
ち
お
う
の
対
象
と

し
て
、
貞
剣
に
ぽ
く
ら
は
門
え
て
み
る
必
要
が
あ
る

の
だ
。
一
体
、
大
学
の
な
か
羅
が
、
あ
る
い
は
い

か
な
る
細
織
な
り
機
刷
が
、
学
生
一
人
一
人
を
か
け

が
え
の
な
い
一
側
の
人
怖
と
し
て
、
ト
ー
タ
ル
な
う
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け
と
め
か
た
を
し
て
い
る
か
、
う
け
と

め
て
ゃ
っ
て
い
る
か
を
ー
。
学
部
に

よ
る
差
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
に
さ
え
も
所
属
で
き
ず
、
あ
る
い
は

所
属
し
て
は
い
て
も
い
つ
の
閻
に
か
悦

落
し
て
し
ま
う
学
生
は
お
び
た
だ
し
く

存
在
す
る
も
っ
と
も
問
崔
が
あ
る

の
は
あ
き
ら
か
に
彼
ら
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
彼
ら
は
大
学
内
の
染
ら

も
ほ
と
ん
ど
理
解
さ
れ
ず
、
倉
鍵
に
相

談
に
応
じ
て
く
れ
る
人
を
、
あ
る
い
は

話
し
か
け
て
く
れ
る
人
を
も
っ
て
い
な

い
の
で
あ
る
。

あ
な
た
が
た
の
う
ち
に
、
百
匹
の

羊
を
持
っ
て
い
る
者
が
い
た
と
す

る
。
そ
の
一
匹
が
い
な
く
な
っ
た

)し

ら
、
九
十
九
匹
を
野
原
に
残
し
て
お

い
て
、
い
な
く
な
っ
た
一
匹
を
見
つ

け
る
ま
で
は
捜
し
歩
か
な
い
で
あ
ろ

う
か
。
(
ル
カ
に
ょ
る
福
音
書
第

十
系
)

ぼ
く
ら
は
、
は
た
し
て
捜
し
歩
い
て

い
る
で
あ
ろ
う
か
。
迷
え
る
小
羊
は
誰

か
ら
も
か
え
り
み
ら
れ
ず
に
さ
迷
い
続

け
て
お
り
、
そ
の
数
は
年
々
に
増
加
の
一
途
を
た
ど

つ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
に
な
ん
と
か
な
る
で
あ
ろ
う

な
ど
と
い
う
悠
長
な
問
題
で
は
な
い
の
だ
。

早
稲
田
大
学
の
紛
争
(
0
)
を
契
機
に
、
私
立
大

学
が
内
包
し
て
い
る
諸
問
祭
さ
ま
ぎ
ま
の
角
度
か

ら
分
析
蔀
さ
れ
批
判
さ
れ
、
国
立
大
学
と
比
較
さ

れ
た
。
い
や
、
そ
れ
以
前
か
ら
種
々
論
じ
ら
れ
て
お

り
、
特
に
今
年
は
、
バ
井
道
雄
教
授
に
ょ
コ
C
、
「
お

そ
ら
く
『
大
学
の
年
』
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
(
『
露

新
聞
一
月
五
日
)
な
ど
と
も
言
わ
れ
て
い
た
。
今

年
に
か
ぎ
ら
れ
る
問
器
ら
、
ま
九
し
、
救
い
力
あ

る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
ら
の
需
文
な
り
見
解
に
、
な
ん
ら
か
の
も

の
を
つ
け
加
え
、
ま
た
は
私
学
人
の
ひ
と
り
と
し
て

磊
す
る
だ
け
の
用
意
は
ぽ
く
に
は
な
い
。
た
光
、

釈
迦
に
説
法
の
そ
し
り
は
お
そ
ら
く
ま
ぬ
が
れ
ぬ
で

あ
ろ
う
が
、
み
ず
か
ら
の
乏
し
い
体
験
に
も
と
づ
い

て
、
た
だ
ひ
と
つ
だ
け
ぼ
く
は
言
い
た
い
。
大
学
は
、

学
生
を
,
.
出
な
い
し
は
数
と
し
て
把
癒
1
認
哉
し
よ
う

と
す
急
度
を
、
極
力
排
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
。
学
生
の
[
'
把
握
こ
そ
ま
さ
に
、
マ
ス
フ
ロ

教
育
の
端
的
な
顕
現
で
あ
り
、
さ
ま
ぎ
ま
の
弊
害
、
と

3
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く
に
学
生
問
題
を
う
む
大
き
な
要
因
な
の
で
あ
る
。

理
事
お
よ
び
財
拐
扣
当
部
門
は
、
あ
る
い
は
そ
う

し
た
分
野
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
経
W
的
観
点
か
ら
学
生

の
数
を
問
題
に
せ
ぎ
る
を
え
ぬ
で
あ
ろ
う
。
教
授
会

は
、
い
ち
お
う
は
数
学
的
観
点
か
ら
入
学
老
数
を
論

議
決
定
す
る
と
は
い
え
、
鴛
[
上
必
要
で
あ
る
と
い

わ
れ
る
数
に
大
な
り
小
な
り
拘
柬
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

し
、
板
挾
み
の
ジ
レ
ン
マ
を
い
か
ん
と
も
な
し
が
九

い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
膨
大
な
受
験
者
数
を
短
時

日
に
処
理
し
、
合
再
を
決
定
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い

と
い
う
現
実
的
な
心
要
性
か
ら
、
い
き
お
い
量
的
把

握
に
傾
か
ぎ
る
を
え
ぬ
で
あ
ろ
う
。
各
卓
勲
織

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
業
務
に
つ
い
て
、
そ
の
星
」

い
か
に
能
率
的
合
諾
に
処
理
す
る
か
の
方
策
を
考

え
、
遂
行
努
力
を
は
ら
う
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
を
と
や
か
く
一
言
う
の
で
は
な
い
。
問
題
は
、

教
員
職
員
あ
る
い
は
各
屑
な
り
。
ハ
ー
ト
に
、
学
生
を

妥
の
る
い
は
数
と
し
て
把
握
飯
識
し
よ
う
と
す
る

態
度
が
露
骨
に
み
と
め
ら
れ
、
そ
う
し
魚
葬
ぢ

態
度
を
、
誰
も
さ
ほ
ど
疑
お
う
と
は
し
な
い
こ
と
で

あ
る
。
学
生
の
由
殺
を
知
ら
さ
れ
て
、
「
ほ
う
ま

た
か
1
」
と
い
う
ふ
う
に
ぽ
く
ら
は
反
応
し
な
い

で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
反
応
こ
そ
、
"
的
把
握
の
端

的
な
あ
ら
わ
れ
で
な
く
て
な
ん
で
あ
ろ
う
。
恐
ろ
し

い
こ
と
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
、
現
状
や
む
を
え
ぬ
問
題
は
多
々
あ

る
新
島
淳
長
早
大
助
教
授
が
指
摘
し
て
お
ら
れ
る

と
お
り
、
大
学
生
の
七
割
を
か
か
え
こ
ん
で
い
る
私

学
の
研
究
・
教
台
の
条
作
は
、
国
立
大
学
と
は
比
較

に
な
ら
ぬ
ほ
ど
劣
悪
で
あ
り
(
『
現
代
の
眼
」
四
月

号
)
、
現
実
の
闇
題
と
し
て
は
、
授
業
料
値
上
げ
か
学

生
ω
大
量
入
学
へ
の
方
向
を
と
る
以
外
に
、
現
突
的

具
体
的
な
改
善
策
は
な
い
し
か
し
、
多
く
の
学
者

や
新
聞
仏
鮒
で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
右
の
よ
う
な

手
段
で
条
件
の
整
備
向
上
を
は
か
る
こ
と
に
は
一
定

の
限
界
が
あ
り
、
す
で
に
そ
の
限
界
に
達
し
て
い
る

と
も
い
ぇ
る
。
か
と
い
っ
て
、
深
代
惇
郎
氏
奪
細

な
デ
ー
タ
ア
を
あ
げ
て
.
園
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、

私
学
へ
の
国
庫
助
成
を
と
な
え
て
み
て
も
、
要
求
が

そ
の
ま
ま
実
現
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
可
能
性
は
き
わ
め

て
薄
い
。
(
自
由
四
月
号
)

る
だ
ろ
う
。
よ
し
ん
ぱ
次
器
方
策
で
あ
ろ
う
と
、

現
状
打
觧
の
た
め
に
は
あ
ら
ゆ
る
実
践
努
力
が
、
私

学
人
幽
ら
に
ょ
っ
て
は
ら
わ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

い
た
ず
ら
に
外
観
の
美
楳
筆
」
き
そ
い
あ
う
私

学
経
営
の
あ
り
方
は
、
あ
き
ら
か
に
制
學
あ
る
。

ま
し
て
ゃ
そ
れ
が
膨
大
な
僧
入
金
に
ょ
っ
て
な
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
だ
。
質

素
な
校
舎
は
校
舎
と
し
て
認
可
し
な
い
な
ど
と
い
う

規
程
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
私
学
に
は
「
砧
が

あ
っ
て
鴛
"
が
な
い
」
(
自
由
四
月
号
)
と
い
う

深
代
氏
の
指
抽
は
、
あ
な
が
ち
H
へ
体
的
内
容
を
知
ら

ぬ
者
の
批
判
に
す
ぎ
ぬ
と
し
て
片
付
け
て
し
ま
え
な

い
も
の
が
あ
る
。
他
と
き
そ
う
な
ら
、
大
業
来
の

使
命
で
あ
る
研
究
と
教
育
の
内
容
で
、
質
で
、
レ
ベ

ル
で
き
そ
お
う
で
は
な
い
か
。
そ
の
党
悟
を
も
と
ぅ

で
は
な
い
か
。
新
聞
や
籬
加
の
投
習
な
ど
か
ら
も
お

お
よ
そ
察
知
し
う
る
よ
う
に
、
大
学
は
何
に
ょ
っ
て

評
価
さ
る
べ
き
で
あ
る
か
の
基
凖
を
、
世
閥
は
け
つ

し
て
見
失
っ
て
は
い
な
い
大
学
は
ホ
テ
ル
で
も
デ

。
ハ
ー
ト
で
も
な
い
の
だ
0

大
学
に
は
現
突
に
、
一
万
五
千
余
名
の
学
生
が
い

る
。
大
教
室
に
は
千
名
に
ち
か
い
学
生
が
つ
め
か
け

て
い
る
。
学
部
事
務
室
は
そ
れ
ぞ
れ
三
千
名
に
ち
か

い
学
生
に
接
し
、
日
常
業
務
を
処
理
し
な
け
れ
ば
な

し
か
し
、
畏
を
六
命
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

ぼ
く
ら
は
、
外
に
む
か
っ
て
訴
え
、
そ
の
訴
え
を
組

織
し
て
ゅ
く
と
と
も
に
、
み
ず
か
ら
の
責
任
に
お
い

て
現
状
を
い
さ
さ
か
で
も
打
解
す
る
た
め
の
創
意

と
、
粘
い
っ
ぱ
い
の
努
力
を
つ
み
重
ね
る
必
要
が
あ
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ら
な
い
。
出
納
課
し
か
り
、
学
術
し
か
り
、
就
職

部
ま
た
し
か
り
で
あ
る
。
む
ろ
ん
教
員
も
例
外
た
り

え
な
い
。

し
か
し
、
一
万
五
千
名
い
よ
う
と
二
万
名
い
よ
う

と
、
そ
れ
は
、
性
格
も
器
も
能
力
も
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
一
人
一
人
の
学
生
の
集
合
体
と
し
て
の
数
な
の

だ
。
各
人
の
個
別
性
を
側
別
性
に
お
い
て
う
け
と
め

対
処
し
、
血
の
か
よ
っ
た
人
問
関
係
を
う
ち
た
て
る

姿
勢
と
愛
業
、
そ
し
て
実
践
努
力
が
、
教
員
は
も

ち
ろ
ん
、
讐
層
に
も
、
事
務
組
織
の
活
聖
日
常

的
に
さ
さ
え
て
い
る
事
務
職
員
に
も
も
っ
と
な
け
れ

ぱ
な
ら
ぬ
。
学
生
を
里
あ
る
い
は
数
と
し
て
、
一
胤

的
無
需
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
譜
に

反
省
し
、
一
人
一
人
を
か
け
が
え
の
ト
ー
タ
ル
な
人

格
と
し
て
う
け
と
め
、
共
僑
理
解
に
つ
と
め
る
姿

勢
と
努
力
を
欠
い
で
は
な
ら
な
い

姿
勢
や
態
度
が
万
能
だ
と
い
う
の
で
は
な
い
。
も

つ
と
も
必
要
な
姿
み
が
欠
け
て
い
る
こ
と
が
問
提

の
だ
。
古
風
な
粘
神
屯
峩
だ
と
か
、
単
な
る
理
想
論

だ
と
か
、
労
働
条
件
の
改
惡
に
つ
な
が
る
等
々
の
反

論
は
、
お
そ
ら
く
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
一
蹴
し
て
し

ま
わ
れ
る
ま
え
に
、
現
状
を
も
っ
て
ょ
し
と
し
な
い

の
な
ら
、
現
実
に
そ
れ
が
ど
こ
ま
で
可
能
か
、
ど
の

よ
う
な
具
体
的
方
法
が
あ
る
か
を
、
是
非
い
ち
ど
検

討
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。
よ
り
多
く
心
が
ま
え
の
如

何
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ほ
ど
労
働
条

件
の
改
変
を
と
も
な
わ
ず
に
可
能
で
あ
る
と
ぼ
く
は

考
え
る
。

た
と
え
ぱ
、
佃
々
の
学
生
を
と
ら
え
る
た
め
の
網

の
目
を
紲
織
す
る
こ
と
は
、
さ
ほ
ど
困
誓
こ
と
で

は
な
い
教
員
と
職
員
が
よ
り
呉
体
的
に
そ
の
日
的

の
も
と
に
器
す
る
こ
と
で
あ
り
、
全
器
が
有
機

的
な
統
一
体
と
し
て
述
轡
れ
、
よ
り
有
幼
に
そ
の

機
能
を
発
抑
す
る
こ
と
な
の
だ
。
そ
う
な
れ
ば
、
ど

こ
で
キ
ャ
ッ
チ
さ
れ
よ
う
と
暢
仙
学
牛
は
し
か
る
べ

き
人
な
り
機
関
あ
る
い
は
組
織
へ
伝
達
さ
れ
、
し
か

る
べ
き
処
叩
山
鷲
じ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、

明
日
か
ら
で
も
可
能
な
、
そ
し
て
も
う
と
も
有
幼
な

対
策
で
あ
る
と
ぽ
く
は
考
え
る
。
も
し
も
そ
う
し
た

網
の
目
が
組
織
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
早
大
紛
餉
に

お
い
て
教
員
の
不
在
が
い
わ
れ
た
よ
う
な
霊
は
、

お
そ
ら
く
お
こ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
紛
争
そ
の
も

の
の
性
格
な
り
収
拾
も
、
も
う
少
し
ち
が
っ
た
も
の

に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ぱ
き
く
。
理
*
や
教
職
員
か
ら
「
暴
徒
」
よ
ぱ
わ
り

を
う
け
た
学
生
も
い
る
。
問
裡
数
え
れ
傑
限
が

な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
学
生
で
あ
れ
、

彼
ら
は
す
ぺ
て
、
大
学
が
入
学
を
詐
可
し
た
、
つ
ま
り

教
育
す
る
責
任
を
ひ
き
う
け
た
学
生
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
、
ぽ
く
ら
は
実
質
的
に
入
学
昇
可
を
あ
た

え
た
学
部
教
授
会
竪
に
の
み
盟
を
帰
し
て
は
な

ら
な
い
の
だ
。
教
授
会
の
責
任
だ
と
い
っ
て
済
ま
せ

る
な
ら
、
教
授
会
以
外
の
大
学
に
お
け
る
細
織
・
機

枇
は
、
一
体
い
か
な
る
凰
的
を
実
呪
す
る
た
め
に
設

け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
。

す
べ
て
の
学
生
は
、
か
け
が
え
の
な
い
一
個
の
人

格
で
あ
り
、
そ
し
て
彼
ら
は
、
自
己
成
長
を
と
げ
よ

う
と
す
る
本
能
と
可
程
を
も
っ
六
幸
な
の
だ
。

だ
か
ら
こ
そ
馴
も
お
こ
す
と
同
時
に
、
教
育
が
可

能
で
あ
り
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る

全
教
職
員
と
組
織
が
、
学
生
一
人
一
人
と
常
時
接

触
し
、
共
隔
副
を
も
と
ぅ
と
し
、
全
人
怜
的
に

う
け
と
め
対
処
し
よ
う
と
す
る
姿
"
と
粘
神
で
つ
ら

ぬ
か
れ
、
不
断
の
努
力
が
継
絖
さ
れ
て
い
る
か
再
か

が
、
現
在
の
私
学
が
お
ち
い
っ
て
い
る
マ
ス
フ
口
教

育
の
弊
害
発
服
す
る
、
唯
一
の
、
と
ま
で
は
言
え

な
く
と
も
、
お
そ
ら
く
も
っ
と
も
承
要
な
キ
イ
.
ポ

(
大
学
職
員
)

イ
ン
ト
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

出
席
率
が
わ
る
い
、
勉
強
す
る
意
欲
を
も
っ
た
学

生
が
少
な
い
と
い
っ
盆
き
を
、
教
員
か
ら
し
ぱ
し

5
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欧
米
の
大
学
教
育

西
部
の
大
ぎ
仏
統
と
学
風
」
を
育
て
つ

つ
ぁ
る
。
祝
宛
小
し
た
徽
人
学
の
う
ち
ス
タ
ン
フ
ォ

西
部
の
大
学

年
、
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ャ
が
一
八
八
0
年
と
、
州
立

の
バ
ー
ク
レ
イ
,
,
d
ヨ
ぐ
含
m
-
々
 
0
{
ハ
=
一
一
{
0
亘
円
則
曾
'

*
ー

寄
一
q
、
、
が
一
希
古
い
0
 
賑
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
諸
大
学
ー
ハ
バ
ー
ド
は
一
人
三
発
に
く
ら
べ
る

と
、
ア
メ
リ
カ
で
は
新
し
い
の
で
お
る
。

キ
リ
ス
ト
教
郭
発
群
と
し
九
・
H
作
椢
人
の

尊
埀
、
隣
人
愛
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
大
挙
教
育
に

お
け
る
粘
柳
的
な
基
群
で
あ
る
こ
と
は
叩
っ
ま
で
も

な
い
が
、
西
部
の
人
学
に
は
こ
の
上
に
フ
ロ
ン
テ
ィ

ヤ
ー
粘
柳
が
一
枚
加
わ
っ
て
い
る
。
例
を
ス
タ
ン
フ

寸
ー
ド
に
と
っ
て
U
ル
よ
う
0

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
校
徽
,
,
ン
一
仙
=
↓
ミ
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、

い
孤
験
Π
ψ
こ
i
ψ
.
"
ト
カ
冉
リ
"
さ
れ
て
し
な
し

で
あ
る
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ベ
イ
を
発
兄
し
、

ル
.
ド
.
ホ
ル
ト

そ
の
地
域
を
明
拓
し
た
「
ガ
ス
パ

.

.

ー
ラ
」
の
"
収
初
の
キ
ャ
ン
プ
を
と
り
囲
ん
だ
、
百
フ

イ
ー
ト
の
レ
ッ
ド
ゥ
ッ
ド
(
ア
メ
リ
カ
杉
)
の
群
れ

キ
ャ
ン
。
ハ

ー
ド

そ
の
侶
残
り
は
介
も
ス
タ
ン
フ
寸

.

ス
に
幹
だ
け
残
っ
て
い
る
が
、
こ
の
下
郁
の
樹
齢
を

持
つ
'
'
刈
円
一
0
 
ン
=
0
、
、
は
様
大
な
大
学
の
持
九
ね
ぱ

な
ら
な
い
、
力
と
独
立
と
耐
久
性
と
を
表
象
す
る
、

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
焦
レ
に
は
な
お
,
.
ご
昂
ビ
仁
才

住
曾
剛
§
ず
ゆ
一
一
審
n
ず
一
,
、
ー
'
U
山
の
風
か
吹
く
ー
と

い
う
十
六
川
曾
ド
イ
ツ
詩
人
の
句
が
刻
ま
れ
て
い

る
。
「
典
正
の
六
券
呈
の
週
」
と
は
、
古
い
六

那
に
対
し
て
質
岡
す
る
内
山
だ
。
そ
の
こ
と
は
未
知

の
世
界
に
さ
ぐ
り
針
を
人
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う

{
、
嫌
が
、
こ
の
,
、
「
一
ゆ
登
曾
一
、
m
 
m
容
一
、
,
の
説
例
に

お
い
て
特
に
強
訓
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
こ
う
い
う
雫
々
し
い
校
凪
を
踏
ま
え
て
、
学

輪
輝
夫

牛
に
対
す
る
粘
刈
的
な
Ⅲ
臥
は
ど
ぅ
な
っ
て
い
ス
だ

ろ
う
か
ス
タ
ン
フ
す
ー
ド
の
学
も
却
鞄
は
条
,

二
剛
仁
出
住
N
ヨ
含
岳
一
 
m
一
曾
臣
曾
ル
¥
 
7
H
尊
祁
」
,
,
工
0
=
0
門

*
2

ハ
0
住
血
こ
に
分
か
れ
て
い
る
「
基
准
と
は
単
な
る

規
則
で
は
な
く
、
「
人
W
形
成
に
お
け
る
誠
実
性
の

咸
並
を
深
め
か
つ
、
γ
ル
、
の
Π
貯
心
を
高
め
る
こ

と
を
H
的
と
す
る
通
徳
祁
で
あ
り
、
学
の
内
外
に

お
い
て
、
秩
,
Υ
通
徳
Ⅲ
人
の
^
厳
瓢
リ
艮
な
巾

民
と
し
て
の
第
.
偕
の
椛
利
を
・
寸
る
等
々
の
こ
と
が

学
々
の
<
分
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
の
で
あ

る
,
.
m
曾
区
ミ
、
と
は
米
の
教
餐
の
到
達
す
べ
き
水

聖
示
す
も
の
で
、
規
剛
で
は
な
い
と
い
う
門
え
方

1
無
に
'
・
し
す
る

ー
ド
が
一
八
九
一
年

イ
が
一
八
六
八

9
生
は
「
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
人
学
彬
蓉
」
 
A

S
S
U
を
打
つ
。
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毒

◎
A
S
S
U
は
良
編
織
1
辺
法
、
行
岐
、
田
法
1

壽
ち
、
「
墓
祉
ご
と
,
"
雛
」
を
Π
、
ヤ
,
寸
る
。

冴
詳
に
知
レ
~
伽
で
あ
る
が
西
り
の
代
太
内
ば
ム

学
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
N
上
凪
と
こ
れ
に
対
す
ゑ
ナ

生
の
立
場
を
御
埋
咋
頭
え
る
と
忠
う
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
倫
方
聖
十
叫
の
位
脳
、

太
平
洋
と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
忌
の
小
央
に
坐
っ
て

し
る
ハ
ロ
.
ア
ル
ト
は
東
力
に
僻
共
と
し
た
シ
ェ

ラ
.
モ
レ
ナ
山
を
控
え
た
気
候
,
礎
の
地
で
あ
る
。

八
四
0
0
エ
イ
カ
ー
と
い
う
今
も
な
い
ひ
ろ
さ
の

な
か
に
、
八
つ
の
学
都
,
'
m
今
0
0
-
m
、
,
-
 
0
六
八
九

名
の
学
生
、
ニ
ニ
五
名
の
毛
生
を
擁
す
る
こ
の
大

学
は
綵
の
枚
康
と
古
い
枢
の
木
の

林
に
か
こ
ま
れ
、
そ
の
ま
ん
小
に
三

工
伯
の
べ
ル
を
將
つ
フ
ー
バ
ー
・
タ

ワ
1
が
様
の
よ
う
に
.
て
び
え
立

ち
、
そ
の
足
ド
に
ス
ペ
イ
ン
風
の
ア

ー
チ
を
持
つ
十
1
典
的
な
校
介
^
伯
っ

て
し
る
と
い
う
先
ず
は
n
思
的
な

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
キ
ャ
ン
ハ
ス
で
あ

る

十
ガ
五
H
、
午
前
小
の
デ
ィ
ス
カ

ツ
シ
ョ
ン
で
、
*
拐
励
長
 
R
則
X
ゆ
・

0
仁
一
一
ぐ
n
 
N
誘
】
m
曾
一
一
0
 
一
ず
ゆ
勺
昂
m
-
・

ル
n
三
、
、
の
グ
ロ
ー
バ
ー
さ
ん
に
、
経
営
と
教
学
の
平

和
共
存
に
つ
い
て
裟
ん
質
剖
を
し
て
、
七
:
-
0
0

万
弗
(
二
室
姦
円
)
の
で
っ
か
い
予
算
に
も
や
は

り
悩
み
が
,
あ
る
こ
と
を
兆
見
し
た
り
、
ス
チ
ユ
ー
デ

ン
ト
.
ユ
ニ
オ
ン
で
の
レ
セ
フ
シ
ョ
ン
で
、
数
年
前

大
学
絲
¥
ミ
ナ
ー
で
会
郡
長
や
大
聶
職
部
長

を
し
ご
い
た
鴛
'
¥
片
の
二
ー
ル
セ
ン
博
b
と
専
町

外
の
A
V
R
教
育
に
つ
い
て
論
じ
た
り
、
充
突
し
た

一
円
を
送
っ
た
の
で
あ
っ
九
が
、
ブ
ッ
ク
.
ス
ト
ア

で
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
へ
ナ
ン
ト
を
選
ん
で
い
る
う

ち
に
、
一
行
と
は
ぐ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
だ
だ
っ

広
い
キ
ャ
ン
パ
ス
で
車
な
し
に
う
ろ
つ
い
て
は
一
大

嘔
と
、
と
も
か
く
ブ
ッ
ク
・
ス
ト
ア
の
娘
さ
ん
に
、

、
,
一
、
ヨ
一
C
m
-
、
乏
ず
含
ゆ
 
m
ず
巴
】
一
如
0
~
.
,
と
貞
W
に
及

ん
だ
。
と
こ
ろ
が
突
に
頭
の
膿
の
早
い
こ
の
学
生

ア
ル
バ
イ
ト
ら
し
き
娘
さ
ん
は
、
即
座
に
「
ミ
セ
ス

ー
バ
ラ
・
ギ
ヴ
ァ
ン
に
会
え
」
と
教
え
て
く
れ
た

バが
要
す
る
に
彼
女
は
ミ
セ
ス
・
ギ
ヴ
ァ
ン
が
水
モ
布

仍
岡
者
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
一
削
成
.
川
凹
昔
で
あ
る
こ
と
知

つ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
、
い
か
に
辿
り
つ
く

か
は
向
、
つ
の
「
ス
チ
ユ
ー
、
ブ
ン
ト
・
ユ
ニ
オ
ン
」
を
通

り
越
し
て
、
巾
庭
の
辺
り
で
ま
商
い
て
く
れ
と
い

う
捗
で
あ
っ
九
。
お
か
げ
さ
ま
で
私
は
一
人
で
ス

タ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
キ
ャ
ン
。
ハ
ス
を
ぷ
ら
つ
き
、
ベ
ト

ナ
ム
製
を
語
の
合
っ
学
生
た
ち
の
エ
キ
サ
イ
ト
し

た
、
し
か
し
他
四
雄
た
ち
を
み
だ
さ
な
い
グ
ル
ー

プ
芯
楡
を
立
ち
剛
き
し
た
り
、
行
の
図
占
鯨
の
レ
コ

ー
ド
欝
風
条
急
ナ
し
た
り
、
ユ
ニ
オ
ン
の
巾
庭

で
キ
ャ
ン
バ
ス
チ
ェ
ヤ
ー
に
桜
そ
べ
っ
て
口
内
ぽ
っ

こ
を
し
て
い
る
可
愛
い
女
f
学
生
と
問
答
し
た
り
い

ろ
い
ろ
余
分
な
兄
剛
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

特
に
、
ミ
セ
ス
・
ギ
ヴ
ァ
ン
の
静
で
、
人
嘔
都
長

二
ぜ
一
門
ゆ
n
§
 
0
{
勺
内
誘
0
旨
ゆ
一
こ
ジ
ョ
セ
ワ
.
ス
ロ
ッ
グ

ス
さ
ん
と
一
対
一
で
ア
メ
リ
カ
、
日
本
の
李
に
つ

い
て
長
倫
語
り
合
っ
こ
と
が
出
来
た
の
も
、
迷
十

に
な
っ
た
お
か
げ
で
あ
る
。
そ
の
代
り
行
方
不
明

,

ハパード人学メモリアノレ.チャーチ
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の
問
、
一
行
の
人
た
ち
に
は
ど
ぅ
や
ら
た
い
へ
ん
心

配
さ
せ
た
ら
し
く
、
十
五
人
を
三
班
に
分
け
て
、
班

長
貢
術
度
が
つ
く
ら
れ
た
の
は
誠
条
倭
い
次

第
で
あ
っ
九
。

②
先
づ
ハ
バ
ー
ド
に
つ
い
て
ハ
バ
ー
ド
大
学
の

あ
る
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
は
人
口
十
万
の
部
令
、
ボ
ス

ト
ン
と
は
チ
ャ
ー
ル
ス
河
を
塑
て
、
相
対
し
て
い

る
。
文
芸
と
科
学
の
*
心
地
と
し
て
古
く
よ
り
有
名

で
あ
り
、
同
じ
河
の
流
れ
に
の
ぞ
ん
で
マ
サ
チ
ユ
セ

ツ
ツ
エ
科
大
学
二
冨
N
誘
習
ず
岳
ゆ
一
一
m
 
a
m
三
仁
一
ル
 
0
{

一
ゆ
0
ず
出
0
-
0
雫
、
、
が
あ
り
、
さ
ら
に
ハ
バ
ー
ド
の
キ
ャ

ン
。
ハ
ス
に
続
い
て
ハ
バ
ー
ド
の
女
森
と
呼
ん
で
差

゛
＼

＼

ノ

ノ

十
^
え
な
い
、
ラ
ド
ク
リ
ッ
フ
・
カ
レ
ッ
、
ヂ
^
あ
る
0

バ
ー
ド
の
巾
心
を
ヤ
ー
ド
,
,
く
貸
(
一
、
、
と
呼
ぷ
0

ハ

こ
こ
は
創
立
時
代
に
は
、
ハ
バ
ー
ド
の
全
部
で
あ
っ

、
゛
＼

ノ
ノ

た
。
ヤ
ー
ド
と
は
、
普
通
に
英
語
で
は
「
囲
い
」
で

あ
り
「
庭
」
で
あ
る
。
し
か
し
特
に
ハ
バ
ー
ド
の
そ

れ
は
豐
当
初
に
キ
ャ
ン
。
ハ
ス
と
し
て
剛
入
し
た
一

エ
ー
カ
ー
の
牧
場
、
,
δ
0
乏
て
ミ
、
か
ら
、
一
七
の
名

が
起
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
古
い
時
代
の
ア
〆
り
力
の

カ
レ
ッ
ヂ
は
、
校
庭
を
ヤ
ー
ド
と
呼
ん
で
い
た
も
の

で
、
一
七
七
四
年
に
プ
リ
ン
ス
ト
ン
が
ヤ
ー
ド
を
キ

東
部
の
大
学

ヤ
ン
。
ハ
ス
と
改
称
し
て
以
来
、
他
の
カ
レ
ッ
ヂ
は
逐

次
こ
れ
に
習
い
、
今
は
ハ
バ
ー
ド
の
み
が
ヤ
ー
ド
の

名
称
を
保
存
し
て
い
る
。
現
在
ヤ
ー
ド
で
は
主
と
し

て
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ヂ
ユ
エ
イ
ト
の
、
す
な
わ
ち
ハ
バ

カ
レ
ッ
ヂ
の
教
育
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、

ー
ド
●

総
長
と
そ
の
フ
ェ
ロ
ウ
ズ
,
.
刷
ゆ
=
0
誘
、
、
の
興
務
所

が
あ
る
マ
サ
チ
ユ
セ
ッ
ツ
・
ホ
ー
ル
や
、
,
,
口
魯
誘
、
、

の
市
務
室
を
擁
す
る
ユ
ニ
バ
シ
テ
ィ
ー
・
ホ
ー
レ
、
ノ

大
誹
政
の
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
レ
ー
マ
ン
・
ホ
ー
ル

な
ど
な
ど
の
シ
ー
ト
で
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
が
ハ
゛
＼

ー
ド
の
文
字
通
り
の
巾
・
心
で
あ
る
と
考
え
て
差
支
え

な
い
。ハ
バ
ー
ド
の
伝
統
は
「
因
由
」
の
一
腰
つ
き
る

と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
先
ず
第
一
に
政
治
そ
の
他
、

外
界
の
玉
ま
六
は
制
約
に
対
す
る
「
大
学
の
自

山
」
で
あ
る
。
第
二
に
「
教
育
、
研
究
の
自
山
」
で

あ
る
。
+
鎚
を
追
及
し
、
そ
れ
を
表
現
す
る
こ
と
を

何
者
に
も
制
約
さ
れ
な
い
強
い
姿
勢
で
あ
る
。
第
三

に
「
学
生
の
た
め
の
内
山
」
で
あ
る
。
ハ
バ
ー
ド
は

ん
惰
驫
で
は
な
い
。
し
か
し
、
最
小
の
規
制
と
、

最
大
の
由
由
を
与
え
て
い
る
と
の
硫
倫
に
立
っ
て
い

る
冉
山
世
界
に
お
け
る
由
山
の
、
賢
明
な
実
現
手

段
は
自
由
教
育
に
あ
る
と
ハ
バ
ー
ド
は
考
え
る
。
従

て
ハ
バ
ー
ド
の
学
牛
は
、
逃
択
の
自
由
を
巾
広
く

あ
た
え
ら
れ
る
。
課
程
を
選
択
す
る
た
め
に
、
ど
の

科
目
へ
集
中
す
る
か
を
決
定
す
る
た
め
に
、
課
外
活

動
の
^
向
を
え
ら
ぷ
六
め
に

最
4
の
規
制
と
は
、
学
生
に
与
え
ら
れ
た
白
山
が

絶
対
で
は
な
い
こ
と
急
味
す
る
。
フ
レ
ッ
シ
ユ
マ

ン
(
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ヂ
ユ
エ
一
卜
一
年
次
)
か
ら
シ

*
4

ニ
ア
(
同
上
四
年
次
)
ま
で
、
逐
次
そ
の
制
限
が
段

鵯
的
に
増
加
す
る
そ
れ
は
広
い
カ
リ
キ
ユ
ラ
ム
の

枠
を
設
定
し
、
そ
の
な
か
で
、
学
生
が
自
山
教
育

の
轟
を
、
或
い
は
責
任
の
あ
る
生
活
態
度
の
法
則

を
、
誤
ま
っ
た
自
田
の
行
使
が
な
さ
れ
な
い
よ
う
、

十
分
に
肌
し
た
か
ど
ぅ
か
を
鰯
ル
す
る
た
め
の
履

修
要
件
を
漸
次
強
化
し
て
行
く
方
法
で
あ
る
。

こ
の
考
え
方
の
基
盤
は
四
年
間
の
カ
レ
ッ
ヂ
教
育

を
単
な
る
教
養
の
増
幅
や
、
総
合
知
識
の
滴
養
と
考

え
な
い
で
、
自
由
倫
神
を
雌
一
の
国
標
と
し
た
人

問
形
成
の
到
達
と
思
考
す
る
こ
と
に
あ
る
。
従
っ
て

一
般
教
育
の
三
系
列
に
お
い
て
融
合
科
目
,
.
)
ヨ
円
一
'

*
5

如
N
ヨ
伽
一
ゆ
ル
 
n
0
昌
器
、
、
の
多
い
こ
と
は

＼
゛
＼

ド
が

ノ
ノ

ア
メ
リ
カ
で
も
凱
鬻
で
あ
る
。

な
お
右
の
外
に
、
ア
ド
バ
イ
ズ
・
シ
ス
テ
ム
が
あ

る
。
学
部
の
正
教
員
は
必
ず
学
生
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
兼
ね
る
。
新
入
学
生
は
様
と
同
時
に
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
振
り
当
て
ら
れ
、
少
く
と
も
年
六
回
以
上
の
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而
接
を
受
け
、
科
目
の
選
択
と
課
外
教
ム
」
及
び
伯
人

問
題
に
つ
い
磊
し
合
・
つ
。

講
義
の
外
に
少
数
教
育
を
達
成
す
る
た
め
チ
ュ

ト
リ
ア
ル
.
シ
ス
テ
ム
,
,
↓
ず
n
 
三
§
一
紅
 
m
て
m
一
ゆ
ヨ

0
{
一
旦
Z
&
合
、
、
が
啓
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

約
五
十
年
前
、
轟
の
ア
メ
リ
カ
諸
大
学
に
率
先
し

て
確
立
さ
れ
九
も
の
で
、
講
義
中
心
の
教
育
に
対
し

て
ま
こ
と
に
好
ま
し
い
変
化
を
も
た
ら
し
た
も
の
で

あ
る
二
年
次
の
初
め
、
集
中
課
程
に
入
る
と
す
ぐ

に
学
生
は
チ
ユ
ー
タ
ー
を
割
わ
当
て
ら
れ
る
。
六
だ

し
若
干
の
自
然
科
学
科
Π
な
ど
チ
ユ
ー
タ
ー
制
に
適

し
な
い
科
目
は
除
か
れ
る
。
チ
ユ
ー
タ
ー
は
授
業
補

助
者
.
,
↓
ゆ
倉
ず
ヨ
如
{
ゆ
一
一
0
壽
,
、
'
こ
れ
に
は
 
d
毛
ゆ
門
・

6
一
器
m
ヨ
含
も
起
用
さ
れ
る
ー
か
ら
教
授
に
い
た
る

ま
で
、
い
か
な
る
ラ
ン
ク
の
教
員
も
こ
れ
に
当
ら
ね

ぱ
な
ら
な
い
0
 
教
育
は
学
寮
ミ
エ
0
仁
器
ご
(
カ
レ
ッ

ヂ
の
学
生
は
全
員
寮
に
入
る
)
に
お
い
て
、
週
に
一

回
ま
た
は
隔
週
、
定
朔
的
に
、
チ
ユ
ー
タ
ー
と
一
対

ま
た
は
一
人
対
数
人
と
い
う
形
で
行
な
わ
れ

一
か
、

る
。
二
年
次
で
は
五
t
六
人
が
も
っ
と
も
多
い
。
チ

ユ
ー
タ
ー
の
指
導
に
ょ
っ
て
、
独
自
の
、
相
「
余
分
の

学
習
計
画
を
持
つ
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
に
ょ
っ
て

正
規
コ
ー
ス
の
科
目
を
減
ら
し
て
も
差
卜
X
え
な
い
。

さ
て
授
業
の
諾
に
ま
需
が
深
入
り
し
た
が
、

「
自
山
」
を
需
と
し
六
文
化
と
教
養
を
寸
年
に
怠

さ
せ
る
教
育
の
在
り
方
と
い
っ
た
も
の
を
僅
か
で
も

理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。

⑥
コ
ロ
ン
ビ
ア
と
ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
コ
ロ
ン
ビ
ア

の
役
割
は
「
優
越
す
る
た
め
の
教
育
」
で
あ
る
。
優

越
'
.
則
善
ゆ
=
ゆ
ミ
,
、
と
い
・
つ
一
艮
は
」
、
侵
の
授
業
と

知
陛
向
上
及
び
職
能
に
お
け
ろ
傑
出
、
爺
び
に
社

会
と
国
象
を
指
導
す
る
力
の
滴
養
な
ど
、
幅
の
広
い

意
味
を
持
つ
。
ま
た
現
在
と
将
来
の
時
代
に
お
け
る

粘
神
と
肉
体
の
要
求
に
応
え
、
こ
れ
と
歩
み
を
同
じ

く
す
る
た
め
の
集
団
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
が
ニ
ュ

ヨ
ー
ク
・
ユ
ニ
バ
シ
テ
ィ
ー
の
教
育
霊
で
あ
る
0

白
里
義
と
資
本
を
義
の
メ
ッ
カ
で
あ
る
ニ
ユ

ヨ
ー
ク
の
、
巨
大
な
二
つ
の
私
立
大
学
は
、
そ
の
教

育
方
針
を
右
の
よ
う
に
定
義
す
る
。
前
者
は
、
そ
の

大
学
の
教
育
倫
さ
壽
り
、
そ
こ
は
か
と
な
き
工

リ
ー
ト
*
黛
が
漂
う
後
者
は
新
興
国
ア
メ
リ
カ
の

教
育
と
研
究
を
背
負
て
立
黒
気
を
バ
す
。

非
常
に
対
照
的
な
こ
の
一
つ
の
大
学
の
輪
撃
ほ

ん
の
ち
ょ
つ
ぴ
り
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
は
七
五
四
年
、

英
国
王
ジ
"
ー
ジ
ニ
世
の
勅
命
に
ょ
り
王
立
コ
ロ
ン

ビ
ア
・
カ
レ
ッ
ジ
と
し
て
型
さ
れ
た
。
器
教
授

組
織
と
し
て
十
五
の
学
部
,
,
剛
N
容
一
牙
m
、
、
と
七
十
五

の
学
科
,
'
口
血
勺
習
一
ヨ
曾
甜
ご
を
拂
し
、
そ
の
上
に
立

十
月
十
日
、
ハ
バ
ー
ド
の
ワ
ヅ
ワ
ー
ス
.
ホ
ー

ル
、
,
乏
0
身
工
又
牙
工
山
モ
で
、
歴
史
、
教
学
、

政
に
わ
た
る
概
倫
的
な
~
附
を
聞
き
、
有
名
な
ホ
リ

オ
ー
ク
・
セ
ン
タ
ー
の
版
厚
経
備
を
見
学
し
た

後
こ
こ
に
剤
学
山
の
浅
香
先
生
と
落
ち
合
う
た
め

一
行
と
別
れ
て
ヤ
ー
ド
に
残
っ
た
。
す
で
に
メ
ー
プ

バ
ー
ド
の
思
い
出

つ
ス
ク
ー
ル
、
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ユ
ー
ト
、
カ
レ
ッ
ヂ

等
は
傍
系
を
含
め
て
三
十
三
纏
す
る
。
六
四
年
度

支
出
総
額
は
五
千
否
万
ド
ル
(
約
二
0
一
億
円
)

で
、
し
か
も
学
生
数
は
一
七
、
ニ
ハ
三
名
で
し
か
な

^
^
^
は
^
^
^
^
と
の
^
^
に
ょ
る
十
^
出
四

)
0
し千
百
力
弗
を
除
く
)

ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
は
一
八
三
二
年
、
十
五
名
の

先
生
と
一
八
名
の
学
上
に
ょ
っ
て
出
発
し
た
。
教

授
紀
織
と
し
て
は
十
四
の
学
都
,
,
口
三
忠
0
誘
、
,
と
七

つ
の
大
学
院
(
m
o
=
0
0
-
m
1
伽
益
ル
仁
N
一
ゆ
ル
又
又
0
{
ゆ
m
,

曾
§
一
)
そ
の
他
研
究
所
等
を
持
ち
、
四
千
八
百
名
の

教
員
と
二
千
五
丙
倫
整
、
お
よ
び
、
約
叫
万
の
学

生
を
挑
す
る
。
六
叫
年
度
及
H
総
額
は
約
七
下
万
ド

全
五
宿
円
連
邦
と
の
契
約
関
係
を
除
く
)

ルに
達
す
る
が
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
と
比
較
し
非
常
に
大
衆

性
大
学
の
傾
向
が
強
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
九
。

ノ
イ

ノ、
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ル
案
は
色
づ
き
、
ヤ
ー
ド
一
面
遺
企
の
ヴ
ェ
ー
ル

を
ひ
ろ
げ
る
F
で
、
こ
れ
ま
た
黄
ぱ
み
染
め
た
口
ー

ン
に
寝
そ
べ
っ
て
、
あ
る
い
は
栗
鼠
の
遊
び
に
見
と

れ
、
あ
る
い
は
メ
モ
リ
ア
ル
・
チ
ャ
ー
チ
の
耿
空
を

レノ

切
る
尖
塔
を
仰
ぎ
見
て
過
し
た
一
時
闇
は
、
永
久
に

忘
れ
ら
れ
な
鮠
境
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
で
あ
る
。
ひ

ろ
い
口
ー
ン
を
か
こ
ん
で
、
先
き
に
述
べ
兪
史
的

な
建
物
や
幕
ま
と
ぅ
古
び
九
赤
煉
瓦
の
ド
ミ
ト
リ

イ
が
立
ち
M
ぷ
ふ
ん
い
丸
は
、
ニ
ユ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
の
苦
を
そ
の
ま
ま
に
再
現
し
て
く
れ
た
メ
モ
リ

ヤ
ル
・
チ
ャ
ー
チ
で
は
そ
の
礼
拝
*
器
大
き
な
峡
而

い
っ
ぱ
い
に
、
第
一
次
及
び
第
二
次
の
大
準
、

祖

国
の
た
め
戦
没
し
た
校
友
と
学
生
<
上
員
の
氏
名
、
ク

ラ
ス
名
及
び
年
代
と
Ⅲ
築
彫
っ
て
そ
の
¥
慰
め

て
い
る
。
礼
邦
堂
の
裏
に
あ
る
記
念
像
と
慰
曾
言

藥
も
禦
に
美
し
く
印
象
的
で
あ
っ
た
。

浅
香
先
乍
と
共
編
れ
た
エ
ン
チ
ン
・
イ
ン
ス
テ

イ
テ
ユ
ー
ト
の
へ
ル
ゼ
ル
先
生
と
の
物
語
り
、
柚
物

博
物
館
の
ガ
ラ
ス
の
花
々
、
小
林
先
牛
の
ガ
イ
ド
で

見
学
し
た
ワ
イ
ド
ナ
ー
.
ラ
イ
ブ
ラ
リ
イ
の
グ
ラ
デ

い
づ
れ
も
楽
し

、

ユ
エ
イ
ト
用
の
書
成
と
キ
ャ

く
、
な
つ
か
し
い
渓
出
の
一
コ
マ
で
あ
る
。

の
叫
卜
料
に
お
い
て
も
、
り
ホ
ー
ト
の
準
備
に
お
い
て
も
、
許

さ
れ
て
な
い
援
助
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
・
学
習
に
お
け
る

誠
突
と
責
任
が
強
訓
さ
れ
ろ
わ
け
で
あ
る
。

*
3
1
5
 
ハ
パ
ー
ド
で
は
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
デ
ユ
エ
井

ト
倫
程
卸
一
ウ
リ
フ
カ
ッ
ヂ
に
お
い
て
、
一
般
教

青
ω
分
椴
課
程
、
,
口
一
m
一
『
子
一
三
9
]
 
0
『
 
0
ゆ
=
§
一
圃
§
・

二
0
=
、
、
・
、
原
測
と
し
て
、
、
.
一
,
.
次
ぐ
Ⅷ
及
び
略
併
行
し

て
染
中
課
程
、
.
剛
一
ゆ
三
m
 
o
-
 
6
含
§
一
益
二
0
=
、
、
(
二
年
次

か
ら
は
じ
ま
る
)
の
二
方
式
の
カ
リ
キ
ユ
ラ
ム
を
組
む
0

む

づ
れ
も
き
め
の
細
い
チ
ユ
ー
ト
リ
ア
ル
授
業
を
交
え
る
が

'
.
里
m
一
二
げ
一
三
0
二
、
、
で
は
人
父
、
自
然
、
社
公
の
三
系
列

に
わ
北
り
ひ
ろ
く
十
六
コ
ー
ス
を
学
生
の
選
択
に
委
ね
、

'
.
6
0
コ
6
m
コ
一
益
二
0
コ
、
、
で
は
一
の
分
野
兆
」
設
け
そ
の
う
ち

佃
性
に
適
応
す
る
或
る
分
野
に
努
力
を
染
中
き
せ
る
よ
う
指

導
す
る
。
た
と
え
ば
経
所
学
に
f
い
て
四
つ
の
フ
ル
・
コ
ー

ス
、
人
類
学
に
お
い
て
六
つ
の
フ
レ
・
コ
ー
ス
と
い
う
よ
う

に
た
だ
し
後
者
の
場
合
、
複
合
的
な
方
式
も
み
と
め
て
い

る
た
と
え
ば
,
'
n
=
N
ψ
m
片
m
 
N
づ
住
剛
一
え
》
二
m
、
、
と
か

,
'
玄
里
=
血
ヨ
伽
牙
m
 
円
コ
五
勺
プ
一
一
o
m
0
で
=
气
,
と
か
0

融
ム
ロ
科
目
と
は
、
た
と
え
ぱ
人
文
糸
列
に
お
い
て
,
'
圃
で
一
凸

N
【
己
口
『
N
一
冨
、
:
,
=
●
伽
m
 
0
{
ミ
=
二
劣
△
一
プ
巾
乏
0
二
住
一
=

乏
吊
一
ゆ
ヨ
↓
=
0
=
伽
=
一
、
、
社
公
系
列
に
お
い
て
*
乏
含
応
ヨ

牙
0
仁
如
一
]
一
伽
二
五
一
=
m
一
一
三
一
一
0
=
m
、
、
な
ど
0

ハ
ー
ド
の
一
作
次
,
'
一
一
.
●
m
=
a
N
=
,
、
二
年
次
,
'
m
0
で
0
'

ハ

ヨ
又
血
、
、
三
郁
次
、
.
〕
仁
づ
一
0
『
,
、
四
午
次
、
'
m
ル
一
ヨ
0
『
、
、
こ
の
用
語

は
公
式
ま
た
"
椚
例
と
し
て
'
人
学
共
通
に
使
会
れ
ろ
。

*
1
 
州
立
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ャ
大
学
は
現
在
八
つ
の
キ
十

ハ
ス
を
持
っ
て
い
る
0
 
学
長
,
、
勺
『
黍
一
五
血
コ
一
、
、
の
オ
フ
H
 
ス

の
在
る
バ
ー
ク
レ
イ
.
キ
十
ン
。
ハ
ス
(
桑
港
か
ら
湾
を
東

へ
、
車
で
約
四
0
分
)
及
び
南
部
分
校
の
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル

ス
.
キ
十
ン
ハ
ス
が
最
も
大
き
く
、
両
方
で
約
五
万
の
学
生

を
擁
す
る
そ
の
他
六
っ
の
キ
十
ン
パ
ス
を
広
く
州
内
に
符

ち
、
各
キ
十
.
ハ
ス
の
統
*
者
一
ぜ
'
'
6
一
益
一
§
=
9
.
ι
呼
ぶ

だ
人
な
学
園
で
あ
る

*
2
 
'
'
=
S
又
§
ル
、
、
は
基
本
的
に
は
前
述
の
〕
示
基

準
を
教
学
の
火
際
而
に
適
用
す
る
北
め
一
九
二
作
に
規
定

化
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。
従
っ
て
特
に
ル
試
峨
に
お
い

て
援
助
を
与
え
北
り
、
受
け
北
り
し
て
は
な
ら
な
い
、
教
室

(
幻
学
以
来
、
入
試
と
削
講
に
迫
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

七
川
の
終
り
に
は
「
欧
米
諸
火
学
の
教
学
組
織
と
制
厘
」
に

つ
い
て
ア
ル
バ
イ
ト
を
ま
と
め
た
い
と
恐
っ
て
い
ま
す
J

ハパード大学のヤード

口

ル
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